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平成２３年第２回定例会（第１日） 会議録 

招集年月日 平成２３年６月９日 

招集場所  砥部町議会議事堂 

開 会 平成２３年６月９日 午前９時３０分 議長宣告 

応招議員  

１ 番 佐々木隆雄  ２ 番 森永茂男   ３ 番 松﨑浩司 

４ 番 大平弘子   ５ 番 西岡利昌   ６ 番  山口元之   

７ 番 政岡洋三郎  ８ 番 栗林政伸   ９ 番 西村良彰     

10 番 土居英昭   11 番 宮内光久       12 番 井上洋一   

13 番 中村茂    14 番 中島博志       15 番 平岡文男      

16 番 三谷喜好   

不応招議員 なし 

出席議員  出席議員は、応招議員の１６名 

欠席議員  なし 

地方自治法 

第 1２２条の 

規定により 

説明のため 

会議に出席 

した者の職 

氏 名 

 

町 長    中村 剛志  副町長      佐川 秀紀 

教 育 長    佐野 弘明  総務課長   原田 公夫 

企画財政課長  松下 行吉  戸籍税務課長 辻 充則 

会計管理者   東岡 秀樹  教育委員会事務局長 藤田 正純 

介護福祉課長  重松 邦和  保険健康課長 大野 哲郎 

産業建設課長  萬代 喜正  生活環境課長 日浦 昭二     

広田支所長   丸本 正和 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 議会事務局長 正岡 修平 

会議録署名 

 

議員の指名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

 

３番 松﨑 浩司  ４番 大平 弘子  

傍聴者 １３人 
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平成２３年第２回砥部町議会定例会議事日程 第１日 

 

・開  会 

 

・開  議 

 

日程第１ 行政報告 

 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

日程第３ 会期の決定 

 

日程第４ 諸般の報告 

 

日程第５ 一般質問 

 

日程第６ 議案第３４号 23 総務第 11 号坂村真民記念館新築工事 

            請負契約の締結について 
・散  会 
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平成２３年第２回砥部町議会定例会 
平成２３年６月９日（木） 

午前９時３０分開会 
 

○議長（中島博志） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、平成２

３年第２回砥部町議会定例会を開会します。本日の会議を開きます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第 1 行政報告 

○議長（中島博志） 町長あいさつ及び日程第１行政報告を行います｡中村町長｡ 
○町長（中村剛志） ６月定例会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。今年は平

年より１０日、昨年より１８日も早い梅雨となりましたが、農家では田植えも始まり、夏

の訪れを感じる季節となりました。議員の皆様には公私とも何かと御忙しい中、ご出席を

賜り、本日から１７日までの９日間にわたり町政運営に関わる重要案件につきまして、ご

審議賜りますことに対し、心からお礼を申し上げます。初めに３月１１日に東北地方、関

東地方を襲った東日本大震災とこれに伴う原子力発電所事故により被災された皆様に心か

らお見舞いを申し上げます。また、犠牲となられた皆様に哀悼の意を捧げますとともに、

避難生活を強いられている皆様の安全と一日も早い生活再建、そして復興を心からお祈り

申し上げます。ご承知の通り、東日本大震災は、阪神淡路大震災を上回る規模の未だかつ

て経験したことのない大災害でございますが、第二次世界大戦において焦土と化した中か

ら驚異のスピードで復興した日本でありますから、必ずやこの震災にも敢然と立ち上がり、

早期の復興を成しうるものと信じております。その一余となることを願い、本町におきま

しては、３名の職員を復興支援のため現地の自治体に派遣いたしました。今月下旬にもも

う１名の職員の派遣と今議会において議決をいただいた上で１千万円の義援金を贈りたい

と思っております。また、地震発生以後町民の皆様から頂きました心のこもった救援物資

や義援金につきましては、県や日赤を通じて現地にお送りいたしました。ご協力をいただ

きました町民の皆様に対し、心からの感謝とお礼を申し上げます。今、坂村真民記念館の

建設を進めておりますことはご承知のことと思いますが、その真民さんの詩に「光」とい

う詩がございます。３月下旬に坂村真民記念館建設にご寄付をいただきました福島県をは

じめとする東北関東６県にお住まいの方々に、この「光」という詩を添えて御見舞状をお

送りしました。数日後、心配をおかけしました、御心遣いありがとうございますという趣

旨の手紙が数通届きました。その中にお見舞いの言葉と励ましをいただき、前向きに進む

思いを新たにしています。また、皆さんの見守りに救われますと書かれたものがございま

した。１通の手紙に生きる希望を持っていただけたことに反対に救われる思いがいたしま

した。その「光」という真民さんの詩をお借りするならば、被災した皆様に対し、体の中

に光を持ち、どんなことが起こっても、どんな苦しみの中に遭っても、光を消さないでい

ただきたい、希望を持っていただきたいと、そういう思いでいっぱいでございます。さて、

今世紀前半にも起こり得るであろうと言われております東南海・南海地震に備え、住民の
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皆様の安全のため、一層の防災対策に取り組まなければなりません。また今月から今年度

の重点施策であります砥部中学校改築工事と、坂村真民記念館新築工事が始まります。今

後は砥部消防署の建て替えや、給食センターの建設など大型事業も控えております。低迷

する経済、そして震災により今後は国、地方とも厳しい財政運営を強いられることになる

と思います。なお一層の行政改革に取り組み、健全財政を堅持しなければならないと思っ

ておりますので、議員の皆様、そして町民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

それでは、今定例会に提案する議案でございますが、坂村真民記念館新築工事請負契約の

締結１件、専決処分の承認および報告４件、土地開発公社等の経営状況の報告３件、継続

費等繰越計算書の報告２件、条例の制定及び改正３件、平成２３年度の補正予算２件とな

っております。内容につきましては議案審議の場で詳細にご説明申し上げますので、ご議

決賜りますようお願い申し上げます。なお、行政報告は副町長が行いますので、よろしく

お願いいたします。以上で開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） それでは平成２３年３月定例会以降の行政報告を行います。お手

元の行政報告書をご覧ください。まず総務課関係でございますが、東日本大震災支援対策

事業についてでございますけれども、３月１１日に発生した東日本大震災の被災地に対し、

救援物資の支援を行いました。３月１９日から４月７日の間に紙おむつ等２０品目につい

て住民より２３３件の受け付けを行い、町の備蓄物資、毛布５０枚、給水袋６００枚、ア

ルファ米１，２００食、缶詰２８８缶と合わせて宮城県へお送りいたしました。また、人

的支援として職員派遣３人を４月１８日から２４日の間、宮城県亘理郡山元町へ２人と、

５月２６日から６月３日の間、岩手県釜石市に１人の派遣を行いました。 
 続きまして、砥部町坂村真民記念基金寄付金の平成２３年５月末現在の状況でございま

すが、申込件数６件、平成２１年度からの述べ件数９８０件、申込金額３６万１千円、平

成２１年からの延べ金額４，４５７万９千円となっております。次に（３）坂村真民記念

館新築工事請負契約についてご説明いたします。５月３０日に坂村真民記念館新築工事を

一般競争入札により執行し、大和コントラクション株式会社が１億２，２６４万円で落札

し、仮契約を行いました。本定例会に請負契約案件を上程させていただいております。次

に第１７回愛媛県議会議員選挙でございますが、４月１０日に実施し、投票率は４５．９

８％でございました。（５）伊予郡土地改良区総代選挙ですが、５月１７日に実施し、無投

票で４６人全員が当選されました。２ページへお進みください。（６）暴力団排除に関する

合意書の締結についてご説明いたします。４月２７日に砥部町が行う公共事業物品調達等

の業務について、松山南警察署と暴力団排除に関する合意書を締結いたしました。続きま

して、庁舎及び中央公民館の駐車場改修工事を３月２２日入札を実施し、四国道路株式会

社が１，３２３万円で落札し、現在工事中でございます。次に防災講習会でございますが、

２月６日から自主防災組織や各種団体を対象に住宅火災警報器の設置促進や自主防災組織

活動の活性化、防災意識の向上を図るため、防災講習会を開催し、３３団体１，０１３人

が受講されました。続きまして（９）全国瞬時警報システム整備状況でございますが、気
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象関係情報や有事関係情報を人工衛星を利用し、町に送信し、防災行政無線を自動起動さ

せ、住民へ知らせる全国瞬時警報システムが完成し、３月１９日から運用を開始いたしま

した。続きまして、伊予消防等事務組合砥部消防署の整備事業でございますが、砥部消防

署用地につきまして、３月２日に売買契約を締結。５月１７日に登記を完了いたしました。

用地造成設計業務は５月１６日入札の結果、株式会社松山測量設計が２５２万円で落札を

いたしました。続きまして、（１１）でございますが、重信川合同水防工法訓練ですが、５

月２２日に砥部町八倉の重信川河川敷で３市２町の消防団他、６機関による重信川合同水

防工法訓練が開催され、砥部町消防団から２１２名が参加し、水防技術の習得に努めまし

た。 
 続きまして企画財政課関係についてご説明いたします。入札後審査型一般競争入札を実

施し、砥部消防署新築工事設計業務委託について、入札後審査型一般競争入札を執行し、

５月１６日に開札、審査の結果、６８０万４千円で株式会社四国建築設計事務所が落札を

いたしました。次に、５月２４日現在の入札執行状況ですが、５１件の入札を実施し、設

計総額１億７，９７４万円、契約総額１億３，３６４万円、落札率７４．４％でございま

した。詳細につきましては省略をさせていただきます。３ページへお進みください。（３）

の交通事故抑止決起大会でございますが、４月から立て続けに町内で発生した３件の交通

死亡事故を受け、５月２０日に町文化会館ふれあいホールで交通事故抑止決起大会を開催

し、約４００人が参加をしていただきました。大会では交通事故で子どもを亡くされた徳

永順子さんの講演を行い、交通死亡事故のない、安全で安心して暮らせる町を目指し、交

通事故抑止宣言を行いました。 
 続きまして、産業建設課関係でございますが、砥部焼まつり２０１１が４月１６・１７

日の２日間、２８回目となる砥部焼まつりを実施し、８０軒の窯元が１０万点を出品して

いただきまして、県内外から９万人の方が訪れていただきました。続きまして、とべ温泉

湯砥里館利用者２５０万人達成でございますが、とべ温泉が平成５年８月のオープンから

１７年９カ月で２５０万人を達成いたしまして、砥部町に在住の息子さんと訪れた伊予市

の武田多賀子さんに記念の砥部焼と入浴券等を贈呈をさせていただきました。続きまして、

愛媛県一斉ウォークラリー大会を５月１５日に実施いたしました。 
 続きまして、生活環境課関係でございますけれども、下水道管管渠敷設工事につきまし

て、現在２か所で面整備を行っております。続きまして、４ページへお進みください。砥

部浄化センター建設工事でございますが、現在汚泥処理施設の電気機械の設備工事を実施

いたしております。 
 続きまして、教育委員会事務局関係でございますが、広田小学校プール再度改修工事を

有限会社エイチ・ケイ企画が２９７万４千円で落札をいたしました。次に麻生小学校排水

設備工事、公共下水道への接続でございますが、４月１８日の入札の結果、株式会社シオ

ミが２２６万８千円で落札をいたしました。麻生小学校多目的少人数教室エアコン設置で

ございますけれども、５月１６日入札の結果、有限会社白石電工が３１５万円で落札をい

たしました。続きまして、（４）中央公民館体育館ＬＥＤ電球取り換え工事でございますが、

３月２２日の入札の結果、株式会社松永通信が４９８万８千円で落札し、４月１４日に完
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了いたしました。水銀灯３０灯をＬＥＤ電球に取り換えたことによりまして、４月分の電

気代が例年の３分の１となりました。次に（５）平成２３年度の小中学校の学級編成状況

でございますが、小学校が総児童数１，２２１人、学級数５５学級となっております。次

に中学校ですが、生徒数６２５人、学級数２１となっております。詳しくは５ページへ学

校別の一覧表を載せておりますので、ご参照いただきたいと思います。以上で行政報告を

終わります。よろしくお願いを申し上げます。 
○議長（中島博志） 行政報告を終わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（中島博志） 日程第２会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１１８条の規定により、３番松﨑浩司君、４番大平弘子君を指名します。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 会期の決定 

○議長（中島博志） 日程第３会期の決定を議題とします。 
おはかりします。本定例会の会期は、去る６月１日開催の議会運営委員会において、本

日から１７日までの９日間とすることに決定しました。これにご異議ありませんか。 
[「異議なし」の声あり] 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって会期は、本日から６月１７日までの９

日間に決定しました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第４ 諸般の報告 

○議長（中島博志） 日程第４諸般の報告を行います。 
まず、地方自治法第１２１条の規定により、町長以下関係者の出席を求めましたので、

ご報告します。 
次に監査委員より、４月末までの例月現金出納検査について、良好であった旨の報告が

ありました。また定期監査について、平成２２年度に介護福祉課及び生活環境課を、平成

２３年４月に産業建設課の監査を実施したところ、良好であった旨の報告がありました。 
次に、本日までに受理しました請願は、お手元に配りました請願・陳情文書表のとおり、

所管の常任委員会に付託しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いし

ます。 
これで、諸般の報告を終わります。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 一般質問 
○議長（中島博志） 日程第５一般質問を行います。質問回数・質問時間は従来通り制限
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しておりますので、要点を簡潔に要領よくまとめて質問されますよう、議員各位のご協力

をお願いします。それでは、質問を許します。５番、西岡利昌君。 
○５番（西岡利昌） ５番西岡でございます。それでは２問質問をいたします。まず１問

は三角の廃川敷地の利用についてお尋ねをいたします。現在は三角の廃川敷地は少年サッ

カーチームの練習場と、三角区のゲートボール場として使用されておりますのは、ご承知

の通りでございます。所有は国の所有ということで、管理は県がされておるようでござい

ます。その使用許可がちょっとはっきりしておりません。そこで安心して長く使用するた

めにはやっぱりしっかりした契約をしなくてはいけないんではないかということで、その

本町として契約を申し込んでいく考えがあるかどうかをお尋ねをしたいと思います。第２

問でございます。安心安全な町づくりについてお尋ねをいたします。東日本を襲った巨大

地震の惨状を、今なお続く余震、地震を始めとする災害は国内どこの地方で発生してもま

ったくおかしくないような現状でございます。今日、本町としても防災の基本方針や問題

点を被災地より学んで、現状に合わせて修正をしていかなくてはと考えます。防災マップ

にある避難所以外で、浸水想定区域内にある頑丈な堅固な３階以上の公共的な建物、たと

えば県営団地と歯科医療技術大学等も指定してはどうかと思います。町長のご所見をお伺

いいたします。以上で質問を終わります。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただいまの西岡議員のご質問にお答えをいたします。初めに三角廃

川敷地の利用についてですが、ご質問の場所は県が管理する国有地となっております。砥

部川改修の際に地元で活用できるよう町から県にお願いし、現在そういうような状況で使

わせていただいているようでございます。これまで地元の老人会や少年団が支障なく使え

ているのであれば今の形で問題ないと思います。問題が発生すれば、またお願いをしたい

と思っております。次に安心安全な町づくりについてのご質問ですが、避難所は町全体で

医療技術大学を含め３１か所を指定しております。収容可能人員は１万８，９１４人とな

っており、避難者を受け入れる余裕は十分ございます。しかしながら、今回のように想定

を超える被害の発生も念頭に、中学校の建て替えなど公共施設の整備と併せて見直しを検

討したいと考えております。また浸水想定区域内の３階以上の公共施設を避難所に指定を

してはというご提案ですが、浸水被害に対しましては区域外への避難が大前提であると思

います。医療技術大学とは洪水時には避難所として使用しないこととしており、県営団地

についても住宅部分を除くと避難者を収容するスペースはほとんどございません。一時的

避難場所としては使っていきたいと思いますが、施設そのものにスペースがあまりござい

ませんので、その分については一時避難所と考えたいと思います。以上のことで、あくま

で今申し上げましたように逃げ遅れた方の一時的な避難施設と考えておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。以上で西岡議員の質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（中島博志） ５番、西岡利昌君。 
○５番（西岡利昌） 今町長さんから答弁がありました。避難所は十分足りておるという

ことではありますけれども、やはり想定外の地震でも起きて堤防が緩んだ時に、その後に

また雨が降ったりして氾濫するようなこともまったくないということではないので、そう
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いう時にその地域外へ言われますけれども、やはり近いところでそういう選択肢がより多

くあるほど周辺の住民は非常に安心が出来るんではないかなという感じがして、むしろま

だ民間のそういうマンションでもご協力をいただけるところはそういう一時的な避難所で

もしていただく方が選択の幅が広まってよろしいんではないかと思うんですが、そこら辺

り町長どのように考えられているのか。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただいま西岡議員さんからありましたように、その通りではござい

ますが、避難施設と一時避難場所というのはまた違うということでございます。避難施設

の場合はそこへ収容して一日二日とおるわけでございます。避難場所についてはその時に

とりあえず逃げるということでございます。そういうことで、いろんな高い施設、マンシ

ョン等も含めてですね、ご協力いただきたいと思います。そして川の氾濫については、あ

る程度事前に予測ができますので、できるだけ早く住民の皆様にも周知をしていきたいと

いうふうに考えております。もちろんさっき言われましたように、高い建物には逃げる場

所でございますので、これについてはまた皆さんにもご協力をいただくように私の方から

もお願いしていきたいというふうに考えております。以上です。 
○議長（中島博志） ５番、西岡利昌君。 
○５番（西岡利昌） はい、そこら辺りをそしたらよろしくお願いをいたしまして、質問

を終わります。 
○議長（中島博志） 西岡利昌君の質問を終わります。次に、１３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） １３番中村茂でございます。まず最初に去る３月１１日に東日本を

襲った大震災で被災された方や、お亡くなりになられた方々に対しまして、心よりお見舞

いとお悔やみを申し上げます。さて次に本題に移ります。私は次の２点について質問をい

たします。まず第一に、地震災害への対応についてであります。３月１１日に発生した東

日本大震災は予想をはるかに超えた大規模災害となりました。想定をはるかに超えた大津

波が多くの人命や建物すべてを一瞬のうちに飲み込んでしまいました。大地震と並行して

起きた東京電力福島第一原子力発電所の事故発生は、住民の方はもとより、農業漁業等全

てを奪う結果となり、震災後３カ月を経過した現在でも１０万人近い人が今なお不自由な

避難所生活を余儀なくされております。今では被災された方や原発事故の影響を受けてい

る方々に対しまして、国を上げて手厚い支援を行い、明日への希望が失われないように配

慮が最も必要であると思います。そして、この国家的危機、非常事態を国の総力を上げて

乗り越えていかなければならないと思います。何よりも甚大な被害を受けた被災者、被災

地の救援、復旧、復興を急ぐべきであると思います。毎日のテレビ、新聞等で現地の被災

状況のあまりの悲惨さに呆然としたのも私だけではないと思います。この災害を教訓とし

て、今後３０年以内に発生するとも言われている東南海・南海地震とも、いつ起こるか予

想のできない状況にあります。従って、愛媛県にも四国唯一の伊方原発があります。万一

大規模地震が発生した場合、はたして冷静に行動し、自分の命を守ることができるかどう

か、大変不安であります。そのためにも、日ごろの備えが大切であると思います。砥部町

も地域防災計画を発表していますが、約１００ページに及ぶ計画が町民に徹底されていな
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いのが現状ではないかと思います。また各区に自主災害防災組織が結成されているところ

がありますが、いまだ未実施のところがあります。活動は十分といえないと思われます。

そこで次の点について質問をいたします。万一地震災害が発生した場合、１、町民に対し

ての迅速な情報の徹底方法。２番、災害無線放送、防災無線放送が聞き取りにくい地域の

解消はできたのか。３点目、町は住民等への通常の伝達系統が途絶した場合における伝達

系統及び伝達手段等、伝達体制の確保に努める、となっているが、どのような体制を取る

のか。４、ひとり暮らしの高齢者の把握と対応。５番、地震の発生によるダム及びため池

等の決壊した場合の通報等住民への対応。６、地震による津波や想定外の震度により原発

事故が発生した場合の対応。以上の点について町長のご所見をお伺いをいたします。 
 ２点目といたしまして、交通事故防止についてであります。愛媛県警察本部では、交通

死亡事故抑止アンダー６０の達成を目指して、事故防止に取り組んでおりますが、本年５

月までにすでに４１名の方が亡くなる事故が発生しており、目標達成するためには県民及

び町民総ぐるみで取り組まないと到底達成できないと思います。砥部町内においても４月

５月の２カ月で３件の死亡事故が発生をいたしました。４１名の事故の特徴として、２３

人の方が高齢者の方であり、構成率５６．１％、全国ワースト１６位となっております。

町内連続事故を踏まえて、５月２０日砥部町交通事故抑止決起大会が開催されました。町

内関係者約４００名が参加し、事故防止を誓い合いました。特に２００１年７月に１９歳

の娘を交通事故で亡くした母親の講演があり、危険運転には必ず犠牲が伴う。交通事故は

決して仕方のないことではない、と事故の悲惨さを訴えておられました。事故を防止する

ためには、そこに潜む危険個所を取り除かなければ防止はできないと思います。たとえば、

５月１日に起きた県道高尾田重信橋南側三叉路は、度々事故の発生する場所であります。

問題点は、県営砥部団地方面から右折れして松山方面へ向かう場合、重信川にかかる橋げ

たが死角となり、右から来る特に自転車、二輪車や車が大変見えにくい。前方にはカーブ

ミラーが設置されているが、これが大変小さく、また見えにくい。これを大型ミラーに変

更するか、または押しボタン式信号機に変えないと、また同じ事故が発生する危険な場所

でもあります。特に県営団地が近くにあり、通行者が多く、早急に改善する必要があると

思いますが、町長のご所見をお伺いいたします。以上で私の質問を終わります。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 中村議員さんのご質問にお答えをいたします。初めに地震災害への

対応についてのご質問ですが、今回の大震災を受け、今後起こり得る南海地震などの災害

に向け、想定外を想定した備えが必要であることを中村議員さんと同様、私も認識をして

いるところであります。それでは、ご質問いただいた６点につきまして、回答をさせてい

ただきます。１点目の町民への迅速な情報徹底については、震度５弱以上の地震発生に伴

い、防災行政無線を自動起動し、緊急地震速報や震度速報をお知らせすることになってお

ります。２点目の防災行政無線の聞き取りにくい地域の解消についてでございますが、気

象条件によっても変わってきますので、防災行政無線だけに頼るのではなく、ホームペー

ジやメール配信、広報車での周知も組み合わせて取り組んでまいりたいと思います。地震

情報はマスコミを通じても報道されますが、いずれにしても町の情報伝達と組み合わせ、
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住民の皆様が情報を得る手段を平常時に確認し、準備していただくことが迅速な情報伝達

につながるものと考えております。３点目の住民等への通常の伝達手段が途絶えた場合の

対応についてでございますが、防災行政無線を基本としており、停電対策として非常用バ

ッテリーの装備や庁舎非常用発電機からの電気供給が可能になっております。また庁舎の

被災により放送設備自体に被害が及んだ場合は、消防団車両や広報車により周知する体制

を取るというふうにしております。４点目の独居高齢者の把握と対応については、６５歳

以上の方の世帯状況については、民生児童委員が毎年戸別訪問を行って把握をしておりま

す。また独居高齢者への対応でございますが、地域で高齢者などの避難を支援する災害時

要援護者支援制度で対応しているところであります。これは災害が発生した場合、普段か

ら登録者の見守りを行う近隣協力員が速やかに避難誘導や安否確認を行う仕組みとなって

おります。５点目の地震によりダム等が決壊した場合の通報と住民対応についてですが、

銚子ダムについては町及び土地改良事業団体連合会が適正管理に努めているところであり

ます。災害時の被害軽減につながるよう日頃から監視をし、その時に備えているところで

す。震度４以上の地震が発生した場合には、現場確認を行い、被害が想定される場合には、

ただちに防災行政無線により住民に周知をしたいと思います。また、ため池につきまして

は、地元水利組合が管理しており、必要に応じて土地改良事業により改修等を行っており

ます。災害発生時の対応については、現場確認や町への連絡等を管理者に指導してまいり

たいと思います。６点目の原発事故への対応についてですが、国が定めた原子力災害対策

は１０ｋｍ圏内が計画、２０ｋｍ圏内が要綱を作成することになっており、伊方原発から

最短で４４ｋｍの距離にある本町は地域防災計画において、原子力災害に関する事項は作

成を現在はしておりません。伊方原発は現時点で想定される津波や地震については指針を

満たしているとの報告を受けており、指針が変わった場合には新たな指針に沿った対策を

講じ、安全性を確保していただくことが一番と考えております。町としましても、その動

向を見極め、国や県の指導を受けながら、対策を検討してまいりますので、ご理解くださ

い。 
 次に、交通事故防止についての質問ですが、４月から５月にかけ、本町で立て続けに交

通死亡事故が起こったことは本当に残念であり、交通事故でお亡くなりになった方のご冥

福をお祈りいたします。私どもはこの事故を重く受け止め、交通死亡事故抑止決起大会を

開催いたしましたが、議員の皆様には急なお願いにもかかわらず、ご参加をいただきあり

がとうございました。この大会を契機に、交通安全意識が高まり、交通事故がなくなるこ

とを期待しております。ご質問の事故現場の改善については、町と警察、道路管理者であ

る県が現地に集まり、さっそく対応を協議いたしました。その中でまず町は先ほどご指摘

いただいたようにカーブミラーを大きくする方向で現在作業を進めております。県警にお

きましては、見えにくい標識の改善に取り組むとのことでございます。県は橋と道路の歩

道が飛び出ている部分について、車道と歩道の区別を明確にするカラー舗装化や、見通し

の良い防護柵へ改良をすることを検討したいというふうに報告を受けております。いずれ

にいたしましても、再発防止に向けて三者が協議をして今後交通事故のない安全な街づく

りに努力してまいりますので、皆様のご協力とご指導をお願いしたいと思います。以上で
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中村議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（中島博志） １３番、中村茂君。 
○１３番（中村茂） 町長のご答弁に対して、大変参考になりました。順にちょっと私の

意見を述べさせていただきます。まず第１点目と第２点目は行政無線の件でございますが、

これは万一ということがありますので、行政無線に頼るだけでなく、震度５以上の災害の

場合は消防署の広報車とか、町の広報で住民の方々に対して十分徹底すると、このように

お願いしたいと思います。３点目のもしバッテリー等が故障した場合、これもさっき言い

ましたように日ごろの点検が大切だと思います。バッテリーの点検、非常用発電機の点検、

これをやはり度々月２回ぐらい点検していただいたりして、万一使えないことがないよう

に対応していただきたいと思います。５点目といたしまして、ダムとか銚子ダムでござい

ますが、永立寺にはすぐ住宅の上にため池があります。万一ため池が決壊した場合、だれ

が責任持ってするか、町長は先ほど担当の水利組合とおっしゃいましたけれども、昼起こ

ったんであればそれは対応できますけれど、夜中に震災が起きた場合等を考えてですね、

その道は身近な方がどっかに通報、役場に通報するとかですね、そういう方法を取ってい

ただいたらいいんではないかと思います。また銚子ダムも万一決壊した場合はやっぱりそ

こまで行くまで大変時間がかかりますので、やっぱり夜中の場合は区長さんとか誰かが責

任を持ってですね、通報する責任者を決めていただいたらいいんではないかとこのように

思います。６点目に原子力発電所は万一破損した場合、東京電力のようにですね、伊方原

発が破損した場合の想定もまだ徹底できてないと思います。私も伊方原発に行って参りま

した。すぐ海のそばにありましてですね、大変万一津波等が来た場合は本当にすぐ水をか

ぶってしまうような状況でございます。したがって、発電車を３５ｍの山の方へ置いてお

くとかですね、消防車を置くとかいう説明がありましたけれども、万一の場合、もしその

ように原子力が破壊した場合ですね、風水によっては砥部町にもくる場合もあります。冬

場は西の風が吹いて参りますからね。４４ｋｍ離れておるから砥部町は安全とは限らない

と思います。万一のことを考えてする上で対応をしておかないと、いざとなったら全然右

往左往するだけで大勢の犠牲者が出るだけであるとこのように思います。交通事故防止の

件ですが、先ほど言いましたように、重信の橋の三叉路にカーブミラーを大きくすると、

このようにおっしゃっていただけました。これは大変結構なことです。本当に小さいカー

ブミラーがありまして、雨の日とか、冬場はそのカーブミラーが曇って見えないんですね。

私もたまには通りますけれども、全然見えません。これはあてになりません。それを大き

くなるというのは、一抹の光明が見えたような気がいたしますが、完璧とは言いませんの

で、やはりカーブミラーの清掃等も十分行っていかなければ意味がないことだと、このよ

うに思います。そこで、６点ありますが、今回の大震災でですね、大変対応のよかった例

と悪かった例を新聞等で読みましたので、ちょっとご報告をしておきたいと思います。１

１日に発生した大震災で、宮城県石巻市の大川小学校は全校生徒１０８名。そのうち７４

名の方が亡くなった。津波に飲み込まれた。先生も１０人が亡くなられた。７割にあたる

大変な犠牲が出たわけです。そこのも避難指示の適切に行われたかどうかによって、大勢

の命を奪われたというのが今の現状ですね。地震が起きた時に全校生徒も校庭に並んどっ



 12 

たという、１０８名が。そうするとそこの小学校が避難場所になっておった。そうすると

今度は住民の人がどんどん来だしたんですね。その対応に追われて子どもたちを避難する

時間がどんどんどんどん延びていったわけですね。そして父兄が津波が来るのを聞いて、

車で迎えに来だしたんですね子どもを。その対応もしなきゃいけない。５０分しかなかっ

たのに、もう津波が来だしたんですね。慌てて高いところへ避難しよう、逃げっつって一

列に並んで高い方へいっとったら今度は川上の方から今度も津波が来た。両方から挟まれ

たんですね。それで慌てて今度は裏山に逃げた。小さい子供は急な山で道もない、雪が降

っておった。滑る。そんなんで最初からそこに上がることを躊躇しておったと。そんな関

係でなかなかうまく避難ができずに残念ながら７割、７４名、先生１０名が亡くなられた

悲惨な結果であります。本当にお気の毒であると思います。反対にすごい素晴らしい行動

を取ったというのは、岩手県の釜石中学校であります。この中学校では津波が来たらすぐ

に逃げろと、こういう指示をいつもやっておるそうですね。津波防災教育の三原則という

のをつくっておりまして、１、想定を信じるな。２、ベストを尽くせ。３、推薦避難所退

避。こういうふうにいつも学校で教えておった。ほんで訓練もやっておった。その日に５

分間の地震の揺れが来た。さあ逃げろって、皆行動に、中学生出て、逃げ出したんです。

手前に小学校がありましたんですけれども、その鵜住居小学校、３回目で逃げとったんで

すよ。中学生がどんどんどんどん逃げてくもんだから、同じようにあとをついて皆、逃げ

てきた。それで最初の避難所に着いた。するとその避難所も裏山が崩れて危なくなってき

た。それが駄目だからまた高台に逃げてった。するとすぐ今度その避難所がつぶれてしま

った。間一髪のところで３００名にあたる人が助かったんですね。ちょっとした、指導者

というか指導が、行動によって助かってきた。全校生徒で３００人が助かったのも、驚異

的なことなんですね。残念ながら病気で休んでおった５名の方が亡くなっておるそうです

けれどもね。そのように一瞬の判断、先生方の判断が大勢の人を亡くすとか、人を救うと

いう大きな分かれ道になるとこのように思います。したがって、今後も先生方に対してど

のようにいざという時に行動するかをやはり日ごろ徹底することが大切ではないかとこの

ように思います。砥部町の３１箇所の避難所があるとおっしゃってましたけれども、第一

でそれでいいということじゃなしに、ここでダメなら次を決めようと、そういうふうな方

法でいざという時に対応していっていただきたいとこのように思います。そして町内全員

で知恵を出し合って事故のあった場合、いかにして自分の命を守るかどうかという方法を

お互いに勉強していきたいと、今後に役立てていきたいと思います。以上で私の質問を終

わります。 
○議長（中島博志） 以上で中村茂君の質問を終わります。次に４番大平弘子君。 
○４番（大平弘子） 出席番号４番大平弘子でございます。よろしくお願いいたします。

議席番号ですね。初めに、３月１１日に発生しました東日本大震災で亡くなられました多

くの方々のご冥福を心からお祈り申し上げますとともに、被災された皆さまと関係の皆様

に心からお見舞いを申し上げます。２つ質問させていただきます。初めに、東日本大震災

の支援についてお尋ね致します。３月１１日に発生した大震災は５月２４日現在で２万３，

５６２人の死者、行方不明者があり、いまだ余震が続いている状態で、改めて自然災害の
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脅威を痛感するとともに、物資が不足する厳しい状況の中、お互いに励まし合い、助け合

う被災者の姿や震災から９日後、８０歳の祖母と１６歳の孫が助け出されたニュースを見

て人間の力強さも実感いたしました。被災地には両親を亡くした子どもさんが１００人余

りおられます。また１８都道府県に設置された約２，５００箇所の避難地に約１０万人が

身を寄せ合って暮らしております。砥部町も支援金、それから支援物資などを各地で集め

られ町民一体となり応援しましたが、長期的な観点から町として避難者の受け入れはどの

ようにしているのか。また今後の受け入れはあるのかお聞きいたします。災害の場合は施

設も入所要件の規定が外されます。町内には山村留学センターや施設がありますが、受け

入れの話はされたのか、またあったのか。職員の住宅も多数空いておりますので、受け入

れが可能かと思います。砥部町がどのように被災地に受け入れの話をされたのか、また砥

部町も伊方原発から４５ｋｍしか離れておらず、県内にあります。砥部町はどのように対

策をお考えなのか、町長のご所見をお伺いいたします。 
 ２つ目、認定子ども園の実現はいつごろになるのでしょうか。保育所と幼稚園の垣根を

取り払う幼保一元化や、保育所整備などに重点を置いた子育て支援強化が重要です。また

幼保一元化の推進により、希望するすべての保護者に養育サービスを提供し、待機児童解

消を図ることができます。幼保一元化は少子化の進行を育児サービスの多様化に伴って生

じている幼稚園と保育所の抱える問題点を解決すべく、幼稚園と保育所の一元化を図ろう

とする施策であります。２００６年に就学前の子供に関する教育保育などの総合的な提供

の推進に関する法律が制定され、幼保一元化施設として認定子ども園制度が開始されまし

た。認定子ども園は保育に関係ない幼児を４時間程度教育する幼稚園的機能と、保育に欠

ける乳幼児を長時間保育する保育所的機能を一体化したものでありますが、幼稚園と保育

園は異なる歴史的経緯により設立されたため、運営基準、教員の資格が異なっています。

これを一元化し、教育水準の均等化とサービスの効率化を目指す施策であります。認定子

ども園制度の発足に伴い、幼稚園教諭、保育所両方獲得できるよう、カリキュラムを改定

しています。２０１０年度より養育過程で必修した科目に対応する試験科目が免除される

ことに制度が改められました。以前に他の議員さんからの質問に対し砥部町の認定子ども

園については耐震の調査をしてからと町長は返答されました。その後認定子ども園はどの

ように進展しているのでしょうか。お伺いいたします。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 大平議員さんのご質問にお答えいたします。初めに東日本大震災の

支援についてのご質問でございますが、被災者の方々への支援については、愛媛県が被災

地支援本部を立ち上げており、本町はこの本部を通じ救援物資の提供や人的支援を行って

おります。したがって、被災地との直接のやり取りはございません。知事からお話しがあ

りましたが、愛媛県方式ということで、これは色んなものを本当に必要なところへ送ると

いうこと、混雑をきたさないということで、他の県からも評価をいただいているという愛

媛県方式でございます。また、ご質問の避難者の受け入れについても、県が提供可能な公

営住宅や民間住宅を取りまとめ、物件を提供していますが、愛媛県は遠隔地でありますの

で、希望者が少ないようでございます。親戚の人とか、友人とか、そういう範囲に限られ
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ているようでございます。今後も県本部を通じ、被災地からの要請があれば砥部町として

も支援をしてまいりたいというふうに考えております。次に原発対策につきましては、先

ほど西岡議員さんにお答えさせて頂きましたので、私の今の範疇というのは、その通りで

ございますので、よろしくお願いいたします。次に、認定子ども園の実現はいつごろにな

るかというご質問でございますが、耐震診断につきましては、昨年度までに全幼稚園保育

所の診断を行い、宮内幼稚園の１階部分を除き、耐震強度は保たれているという結果でご

ざいました。宮内幼稚園については、耐震補強するか、それとも子ども園に向けて改築を

するか、検討をしてまいりたいと思います。しかし、認定子ども園の実現については、現

在国において子育て支援強化の優先的な取り組みや、幼保一体化を含む新たな次世代育成

支援システムの検討が進められておりますが、いろいろな考え方があり、賛否両論、なか

なか決定とはなっていません。現在５つの案が出ているのも大平議員さんもご存じのとお

りだというふうに思います。そういうことで、昨年３月にもお答えした通り、国の動向を

見極め、判断をしてまいりたいというふうに考えております。以上で大平議員さんのご質

問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（中島博志） ４番、大平弘子君。 
○４番（大平弘子） 東日本大震災の支援についてですが、砥部町広田小学校は同じ広田

小学校、被災に遭うておりますので、保護者の方と子どもたちが文通を兼ねて応援をして

いるそうでございます。それから認定子ども園のことですが、砥部町の幼稚園保育園どこ

も定員割れで、今後児童数の増える可能性はあまり期待できないと考えられます。幼保一

元化にすれば保育士も教諭も最小限で人件費も安くなると考えられます。昭和４９年２月

の砥部幼稚園が一番古い建物ですが、定員も約半数の児童数です。もう一度お尋ね致しま

す。幼保一元化、認定子ども園の計画は見送るということでしょうか。以上で質問を終わ

ります。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 広田小学校という学校があり、文通をされているということで、私

も今日初めて実は知りました。非常にいいことだと思いますし、できるだけいろいろな形

で被災地の方に支援をしていきたいというふうに思っております。次に認定子ども園をあ

きらめたという問題ではなくて、国の方針が右往左往しているわけでございます。先ほど

も言いましたように今現在５件出ているわけでございます。そういうことで、これを見極

めていきたいということを私は考えております。それから前に答弁させていただいた中に

も、それで１つにすれば経費がだいぶ安く上がるかということは教育委員会の方で試算し

ていただきましたが、そんなに安くならないと、経費的にはあまり変わらないと。それも

やはり幼保一体化にして両方が一緒に学べるということの方が、というお話をさせていた

だきました。やはり何といいましても慎重にこういうことについては運ばなければなりま

せんし、前のアンケートで現場サイドからかなりの反対の意見もございました。しかし前

向きで今後も取り組んでいきたいという気持ちには、私には変わりございませんので、ご

理解いただきたいと思います。 
○議長（中島博志） 以上で大平弘子君の質問を終わります。 
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 ここで暫く休憩します。再開は午前１０時４５分とします。 
 

休憩 午前１０時３０分 
再開 午前１０時４５分 

 
○議長（中島博志） それでは再開します。一般質問を続けます。１番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） まず最初にこの東北大震災、さらに福島原発事故で被災に遭われ

た方々に対して、お見舞いと一日も早い復興をお祈りしたいというふうに思います。今日

は大きく２点の質問を、提出をいたしました。まず１点目はこの地震から繋がる原子力発

電所の被害を受けて、この愛媛県にも伊方原発がありますので、少しその伊方原子力発電

所の安全対策について、要請だとか実際に事故が起きた時にどうなんだろうかというふう

なことについて、町としても考えておく必要があるんではなかろうかというふうなことか

ら、質問をいたします。先日も町内のある会合があって、行った時にやはり町民の方から

伊方大丈夫なんかというふうに聞かれました。私は専門家でも何でもありませんし、すい

ませんわかりませんというしか答えられなかったんですが、他にもやっぱり同じようにで

すね、４０数ｋｍで大丈夫なんだろうかというふうな声がたくさんあります。そういうふ

うなことを聞いておりますので、質問をしたいなというふうに思ったんですが、たまたま

５月３日付の愛媛新聞に自治体市町のみなさんにアンケートを取られた、その結果報告と

いうのがありました。それを見ておりますと、中村町長は伊方原発の耐震対策や津波対策

ともやや不十分ではなかろうかというふうにお答えしております。それから、避難計画や

対応マニュアルなどの見直しや策定については、当面のところはありませんというふうに

回答をされておられます。特に耐震対策だとか津波対策については、専門家の判断を信じ

ますということであるんですが、この福島原発の事故は専門家が安心ですというふうに言

って、実際に、この間ずっと運転されてきたわけですが、起こってしまいました。想定外

という言葉はテレビなんか見てましても本当の専門家であれば想定外という言葉なんかは

発するべきじゃないんじゃないかというふうに発言されている方もおいでましたが、いわ

ゆる安全神話が崩れたわけであります。そういうふうなことで、町長が言われる専門家の

言葉を、専門家の言ってることを信じますということだけではなかなか町民のみなさんも

本当かなというふうにやっぱり思うんではないでしょうか。今回事故を起こした福島第一

原発の１号機はちょうど４０年ぐらいでしょうか、運転をずっとしてきました。伊方原発

の１号機はもともと３０年というふうな予定であったようなんですが、すでに３３年を超

えております。県民の中からも廃止を望むような声もたくさん出されてもおります。更に

伊方町のお隣の八幡浜市では行政や漁協など様々な団体のところからも定期検査中の３号

機の再開についてもいろんな意見も出され、なかなか再開をうんというふうには言ってい

ないようなそんな慎重な様子が見て取られます。また伊方３０ｋｍ圏内の市町が単独や合

同も含めて勉強会などを開いております。そういう報道も見ますが、やはり危機意識が強

くなっているんだなというふうなことも考えられます。そのような状況から、冒頭申しま

したように、町長として、四国電力に対して今一度安全対策について万全の対策を取るよ
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うに申し入れるようなこともお考えになってはいかがでしょうか。それから、５０ｋｍ圏

内だから、失礼しました１０ｋｍ２０ｋｍのお話しが先程ありましたが、やはり想定外の

ことを想定しないといけないというふうに中村議員の質問の際に町長もお答えになりまし

たが、やっぱりそういうふうな意味合いからもですね、もしも万が一というふうなことも

踏まえて、この砥部町でも原発の事故があった場合の対応マニュアルというのは今から準

備しておく必要があるんではなかろうかというふうに考えます。町長のご所見をお伺いし

たいと思います。 
 ２点目は、地域経済の活性化に向けて取り組みをこういう形で考えられないでしょうか

というふうな提案を含めての質問になります。３月議会で町長が施政方針を述べられまし

た。大きくは５項目だったと思いますが、重点施策の５番目に地場産業の振興について述

べられました。それに関連して発言をいたします。１つは地元でとれるミカンとか梅とか

ブルーベリー、そのようなものを原材料として町内の他の業種の方と連携していろんな新

しい製品を開発、さらには販売する。そういうふうなことを、しかもとべっちという最近

ゆるキャラということで今治のバリーくんだとか宇和島のもーにくんもーにちゃんだとか、

たくさん出て、結構人気を集めているようなんですが、そういうとべっちのマークを砥部

産品にはつけて、イメージもアップさせていくという、そういうのがいいんではなかろう

かというふうに思います。先日観光協会の総会がありまして、そこにも少し発言をさせて

いただいたんですけど、具体的な事例を私、ちょっと探してみました。２００９年にスイ

ーツを切り口として、本県産の農産物のＰＲや消費拡大を図ろうということで、愛媛スイ

ーツプロジェクトというものがスタートしております。色んな活動しているんですが、そ

の活動の中の一つに、スイーツコンテストというものがあります。プロやアマそれぞれの

部門で様々な県産の農産物を使ったスイーツが出品され、それを審査にかけるわけです。

２０１０年度アマチュアの部門では、七折小梅のヨーグルトムースというのが銀賞に入っ

てます。これは愛媛新聞にも写真入りで報道もされておりました。同時にプロの部門でも

七折小梅の使用のものが２点あります。梅のホワイトオペラ、それからしっとり濃厚梅酒

のケーキ。そういう作品にはなるんですが、入賞しております。スタートした２００９年

度には七折梅のロールケーキ、これがアマ部門で受賞もしておりました。砥部に行けばこ

んなにおいしいものが、美味しいスイーツがあるんだ、そういうメッセージを常に発しな

がら、メッセージをしっかり伝えながら、少しでも地場産業の振興に役立てていければい

いんではなかろうかというふうに考えております。それからもう一つは産品とは少し違う

ところがあるんですが、県内の建築事業者の仕事を増やし、町民の住宅リフォームを町内

の建築事業者が請け負った場合に、それを一定補助しようというリフォーム補助制度、そ

ういうものの導入だとか、すでに耐震診断については一定の費用出しておりますが、今度

はそれを受けて実際にリフォームしようという時にもそれを運用できるようなそういう制

度にしていってはどうでしょうかというふうに提案したいと思います。こういう制度は現

在、４月１日現在なんですが、全国で３３０の自治体が実施しております。都道府県単位

では２つ、市単位で１８１、町単位で１２４、村が１８、区５、これらの合計で３３０に

なります。愛媛県内では唯一宇和島市が今年度からスタートすると、６月から実施すると
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いうふうなことで、６００万円を予算化しているそうです。もし途中で足りなくなれば、

さらに追加します、増額補正を組むというふうなことにもなっているというふうに聞いて

おります。少し宇和島市のこの制度について紹介しますと、１つは市内に住み、持ち家の

リフォーム工事をする人が対象です。それから建築後１０年以上経過した住宅です。３点

目は市内の建築業者を主な施工業者とする。どうしても業種によっては市外にならざるを

得ない場合もあるということで、市内だけとはしていないようです。リフォーム金額は５

０万円以上の工事です。それから工事費の１０分の１以内で上限は２０万円までですと。

耐震補強工事も該当し、エコ、介護などの補助制度も併用できる。このような中身になっ

ているようです。こういう制度を町でも工夫して作り、町民からも喜ばれ、事業者からも

喜ばれ、仕事が増えますから、更には税収がアップになるというふうなことで、町内の経

済効果も上がるんではないでしょうか。ぜひこういう制度を導入してはいかがでしょうか。

以上町長の所見をお伺いいたします。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○砥部町長（中村剛志） 佐々木議員さんのご質問にお答えします。まず始めに伊方原子

力発電所の安全対策要請申し入れでございます。それともう一つは町の対応マニュアル作

成についてのご質問をいただきました。佐々木議員さんもご存じのとおり今回の震災によ

る原発事故を受け、四国電力では地域や県内各市町へ説明および新聞広告やチラシにより

その取り組みを広く周知しております。これは我々にとっても大変ありがたいことであり

ますし、原発を持っている会社の責任でもあるというふうに私は考えております。伊方の

山下町長とも町村会と言いますか、町長会で９つしかございませんけど、その中で皆仲間

と話します。伊方は日本で一番情報を開示をしているという発電所であると、原子力発電

所であるということをよく彼が申しております。これは彼が実感しているところではない

かと、一番現場に近いところの首長が言っておりますので、私はそういうこともありまし

て、今言っている専門的なことに関しては私自身が口をはさむ余地はないんじゃないかな

と、私はあくまで原子力の専門家でもございませんし、意見ということはできませんが、

もっともっとやはり二重三重に色んな対策を講じていただいて、いざという時には絶対に

間違いのないようなことをしていただきたいと、具体的にどうせいということは申し上げ

られません。しかしそれはやっていただきたいというふうに思っております。その他にも

伊方の方には原子力安全委員会及び保安員が原子力発電所緊急安全対策の実施要求に参り

ました。視察に参りました。その中でも適切な実施していると発表をしておりますので、

ぜひともこの視察の結果を裏切らないように、四国電力としては十分な対応を我々に対し

てしていただきたいと思います。それからまた安全対策の要請を砥部町としてはどうかと

いうようなご意見をいただきましたが、砥部町は４４ｋｍ離れております。先ほどお話し

した通りでございます。その中で我々はいろいろ町村会の中でも話しました。そしてやは

り遠くは上島までありますし、南は愛南町、これはまあ季節風の関係で愛南の方へはかな

り風が吹くというような報告も頂きました。そういうことで、町村９つが一つになって県

を通じて、そして四国電力へ要請をしようということになりましたので、町としては単独

でというのはとりやめまして、全体としてやりたいというふうに思っております。それか



 18 

ら、防災計画等原発の事故のマニュアルについては、先ほどもお話ししましたように、１

０ｋｍ２０ｋｍは今出ておりますが、それ以上についてはまだ県からの方針、国からの方

針も出ておりません。そういうことで、これについては今後の動向を見極めながら対応し

てまいりたいというふうに思っております。決して放っておくというんではない、ありま

せんが、やはりこういう大きなことは一つの町ではなかなかできません。そういうことで、

国県と一緒にやっていきたいというふうに思います。 
 次に地域経済活性化に向けた取り組みでございますが、私も同感でございます。やはり

今一次産業は大変苦労をしております。１＋２＋３で６次産業ということになっておりま

す。本年３月に６次産業化法というのが施行されました。地域資源を活用した農林漁業者

等による新たな商品開発、または販売を一体的に取り組むなどに対して、国県の支援事業

ができました。これを私は周知徹底して、我々も一緒になってこの制度を活用していきた

いというふうに思います。またイメージキャラクターのとべっち、これは本当に愛くるし

いイメキャラだというふうに私は思っております。私だけかもしれません。しかしこれは

皆さんにとっても印象に残るキャラクターでございますので、簡単な手続きで町産品に大

いに取り入れていただいて砥部の町も一緒にＰＲしていただきたいというふうに思ってお

ります。次の町内業者を活用した場合のリフォーム補助、これでございますが、私は耐震

診断を受けたものに対してするということには大いに賛成でございますし、これからやっ

ていきたいというふうに考えておりますが、個人的な住環境の改善を目的としたリフォー

ム、これについてはやはり個人でやっていただくということに、２つに分けて考えさせて

いただきたいというふうに思います。耐震化については愛媛県が民間木造住宅への補助事

業を積極的に検討しておりますので、そうなれば町としてもその制度を利用して事業実施

をしていきたいというふうに考えております。以上で佐々木議員のご質問に対する答弁と

させていただきます。 
○議長（中島博志） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） まず２点目の方の町産品のところでは、とべっちのシールを張っ

てぜひやっていこうということで、これはもう本当に一日も早くやっていただいて、皆さ

んを勇気づけていただければと思います。またリフォームについては少し事業者の人とも

話を、私はしていきたいなと思っておりますが、できるかぎりこの趣旨がですね、冒頭に

言いましたように、町民が喜ぶし、業者さんも喜ぶし、町の税収にもそれが跳ね返ってく

るというふうなことを考えましたら、個人の住宅についても、もう一度検討していくべき

じゃないかなというふうに思っておりますので、またこれからそういう取り組みをしてい

きたいと思います。伊方原発の関係でございますが、１つはこれは報道もされております

が、例えばですね、福島原発の地域汚染が約９万人とも１０万人とも言われておりますが、

そういう人たちが避難をしていると、指示が出た、途中で解除になったところもあります

が。そういうような報道の中で、２００ｋｍ以上離れた東京都でも、これは皆さんもご存

じだと思います。飲料水汚染がありました。ただしこれは乳幼児だけということではあっ

たんですが。現実に２００ｋｍ離れたところでも出ていると。さらに３００ｋｍほど離れ

た小田原市だとか、足柄市でも御茶の葉っぱが汚染されてますというふうなデータも出て
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おります。そういうふうなことを考えましたら、４４ｋｍだからというふうなことでは、

やっぱり想定外の想定をしないといけないということの、町長の言葉をお借りしましたら、

もう少し考え頂いた方がいいのかなと。しかも県や国に対してもこういう事実があるわけ

ですから、先ほどの伊方、すみません、四国電力の方へのみなさん、市長さん皆さんの連

名でということを言われておりましたが、同じようなことを現実問題を捉えながら対応も

していただくことが必要じゃないのかなというふうに思います。それから、四国電力が取

った対策と言いますか、新聞の全面広告にもあったんですがあの中に、津波で福島第一原

発はやられてしまったんだという表現があったんですが、実はどうもそうじゃない、すで

に地震の時点で１号機は破壊してた、というふうなことが東京電力の内部資料からも出さ

れております。報道もされております。まだ最終の原因が明確にはなっておりませんが、

すでにそういう事実があったということで、津波じゃないと、地震そのもので福島原発は

駄目になったんじゃないかというふうなことも言われております。その辺については少し

調べて参りました。地震発生直後に１号機で非常用復水器と呼ばれる炉心冷却装置が一旦

自動起動したものの、津波到達の３０分前に何らかの原因で一時停止したと。これは新聞

報道なんかでも６時間と、何時間でしたか、１４時間でしたか、というふうにも出ており

ましたが、止まっていたと。１号機の原子炉圧力容器か、容器に付随する配管の一部が破

損し、圧力容器を取り囲む原子炉格納容器に蒸気が漏れ出ていた可能性もあり、原子炉の

閉じ込め機能の中枢である圧力容器が地震で破損したということであれば、これが国が持

っているいろんな耐震設計指針の信頼性そのものが失われてくるんじゃなかろうかという

ふうな指摘もされております。また、４月２７日に衆議院の経済産業委員会で日本共産党

の吉井英勝議員が地震によって受電鉄塔、これが倒壊して福島第一原発の外部電源が失わ

れ、炉心溶融が引き起こされたというふうに追求しました。原子力安全保安委員の寺坂信

昭委員長は、倒壊した受電電塔が、これは津波の及ばない地域にあった。津波じゃなくて

地震そのものでその鉄塔が倒れたと。それが倒れたばっかりに、電気がうまく回らなくっ

て、ああいう事態になったんだと、いうふうなことで、それはこの経済産業委員会で議事

録としても残っております。そういうふうなことも考えましたら、本当に今までの国の言

ってた、また専門家が言ってる安全です安全ですというのがことごとく、何て言うんです

かね、違ってたというふうなことがたくさん出てきてます。そういうふうなことを考えま

したら、しかも、伊方は地盤が大丈夫ですというふうに言ってる専門家もおいでなような

んですが、三波川地帯という、中を、四国山地の北半分は三波川地帯と呼ばれて、そうい

う中央構造線の範囲に入っております。ここには緑色片岩、あのよく河原で薄っぺらい石

で投げて波の上を飛ばして遊ぶああいう石のことなんだそうですが、ああいう層だそうで

す。もろくて崩れやすいというふうなことを、そういう層が、この大きなものが走ってる

にもかかわらず、本当に伊方の立地、いろいろ調べてみたが、大丈夫ですというふうなこ

とになるのかなと。これは２００５年に愛媛大学の防災研究会、愛媛の防災ブックという

のが２００５年に発行されていますが、その中でそういうことが紹介されているそうです。

そういうふうなことで、色んなことを見たり聞いたり調べてみたりすると、どうしてもよ

しこれで大丈夫ということにはなかなかなりません。そういう意味で、本当に、もちろん
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起こってほしくないんですが、起こった時のことを考えれば、早め早めに手を打つことが

必要ではないかというふうに思われますので、ぜひ町長、国や県に対しても１０ｋｍ２０

ｋｍと言わないで、５０ｋｍ範囲のところはどうしたらいいんだというふうなことを国の

方に提示をするようなこともやっていただければと思います。 
○議長（中島博志） 答弁いりますか。 
○１番（佐々木隆雄） はい、お願いします。 
○議長（中島博志） 中村町長。 
○砥部町長（中村剛志） 今おっしゃられた通りで、我々も国や県に働き掛けていきたい

というふうに思います。一つ、やはり言えるのはですね、今伊方は安全なという意見もあ

り、そしてまた佐々木さんも言われたような意見もあります。学者がですね、３人寄った

ら日が暮れるというようなことでですね、学者さんにもそれぞれの意見がたくさんありま

す。そういう中でどれを我々は取り入れていくか、信じていくか、そういう問題もござい

ますし、町独自でマニュアルを作ると、県国の補助がなければこれも大変難しい、非常に

奥が深い問題でございますので、解決には町としてはなかなかできにくいと思います。そ

ういうことで、これからもやはり県国へ働きかけて、県国の指導をいただいてそういうマ

ニュアルを作っていくというふうにさせていただきたいというふうに思います。以上です。 
○議長（中島博志） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） 最後に少し私の個人的な思いも含めて述べさせていただきたいと

思いますが。この原発問題は本当に日本のエネルギー問題にとって大変な、大切なことで

すので、様々な議論がこれからも多々交わされていこうかと思いますが、今段々と世界の

趨勢が自然エネルギーの比率を高めようじゃないかというふうになっているようです。ド

イツではもう原発はなくそうというようなことにもなっているようなんですが、菅首相が

太陽光発電など自然エネルギーの比率を高める方針を打ち出しましたが、愛媛県中村知事

も原発の危険性に鑑みて、長い目で見れば脱原発への道筋を探るべきだというふうに同調

もされております。私もそういう意味ではできる限りそういう自然エネルギーの比率を高

めるようなことが大事だろうし、この本町でも省エネや自然エネルギーの比率を高めるよ

うな取り組みをしてほしいというふうな要望をさせていただいて、質問を終わります。 
○議長（中島博志） 以上で佐々木隆雄君の質問を終わります。これで一般質問を終わり

ます。 
  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第３４号 ２３総務第１１号坂村真民記念館新築工事請負契約の 

            締結について 

（説明、質疑、討論、採決） 

○議長（中島博志） 日程第６議案第３４号２３総務第１１号坂村真民記念館新築工事請

負契約の締結についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松下企

画財政課長。 
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○企画財政課長（松下行吉） 議案第３４号についてご説明、ご提案させていただきます。

お手元の方、議案第３４号とその資料をご用意ください。よろしいでしょうか。議案第３

４号２３総務第１１号坂村真民記念館新築工事請負契約の締結について。次の通り工事請

負契約を締結することについて議会の議決を求める。平成２３年６月９日提出、砥部町長

中村剛志。 

 提案理由でございますが、砥部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第２条の規定により、提案するものでございます。内容でございますが、契

約の目的は読み上げました通り坂村真民記念館新築工事の契約でございます。契約の方法

としまして、一般競争入札でございます。契約金額でございますが、１億２，２６４万円。

内消費税及び地方消費税の額は、５８４万円でございます。契約の相手方でございますが、

松山市余戸南５丁目１５番２６号。大和コンストラクション株式会社。代表取締役義野正

弘でございます。若干説明を加えさせていただきます。工事の概要でございますが、鉄骨

造りの２階建てで、延床面積が約６４１㎡。工期につきましては、この議決をいただきま

した日から平成２４年１月３１日まででございます。入札状況につきまして、お手元の議

案第３４号資料の方をご覧ください。一般競争入札で告示をいたしまして、県内本店の建

築業者１６社から申し込みがございました。入札につきましては郵便入札でおこなってお

ります。価格の低い順位から並べておりますので、ご覧頂いたらと思います。一番低かっ

たフジコンストラクションにつきましては、低入札調査価格の客観的基準を満足できてお

りませんでした。直接工事費が設計金額の７０％を切っておったということで、失格とさ

せていただいております。２番札を入れました大和コンストラクションさんに決定いたし

ました。この価格は予定価格に対しまして８０％でございます。あと辞退が２社、それか

ら無効となっておりますのは、郵便入札の届く期限が遅れたものが１件、それから工事内

訳書が正しく入ってなかったというものが１件でございます。以上でございます。ご審議

のうえご議決いただきますようよろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 

議案第３４号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 
［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３４号２３総務第１１号坂村

真民記念館新築工事請負契約の締結については可決されました。 
以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。本日はこれをもって散会します。 

 
午前１１時１９分 散会 
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平成２３年第２回定例会（第２日） 会議録 

招集年月日 平成２３年６月１０日 

招集場所  砥部町議会議事堂 

開 会 平成２３年６月１０日 午前９時３０分 議長宣告 

応招議員  

１ 番 佐々木隆雄  ２ 番 森永茂男   ３ 番 松﨑浩司 
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平成２３年第２回砥部町議会定例会 
平成２３年６月１０日（金） 

午前９時３０分開会 
 
○議長（中島博志） 現在の出席議員は１６名です。定足数に達していますので、本日の

会議を開きます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１ 承認第１号専決処分第１号の承認について 

(砥部町国民健康保険税条例の一部改正について) 

（説明、質疑、承認） 

○議長（中島博志） 日程第１承認第１号専決処分第１号の承認についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。辻戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（辻充則） 承認第１号専決処分第１号の承認について。地方自治法第１

７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので同条第３項の規定によりこ

れを報告し承認を求める。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。 

 それでは、２ページの専決処分書をご覧ください。専決第１号は平成２３年３月３１日

付で地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、砥部町国民健康保険

税条例の一部を改正することについて地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成

２３年３月３１日付で専決処分を行ったものでございます。改正の内容につきましては、

新旧対照表でご説明させていただきます。４，５ページをお開きください。まず第２条第

２項でございますが、国民健康保険税の課税限度額を５０万円から５１万円に、第３項で

は後期高齢者支援金等課税限度額を１３万円から１４万円に、第４項では介護納付金課税

限度額を１０万円から１２万円に改正するものでございます。次に、第２３条では国民健

康保険税の減額について規定いたしておりますが、国民健康保険税の課税限度額を、失礼

しました。減額における国民健康保険税の課税限度額を５０万円から５１万円、後期高齢

者支援金等課税限度額を１３万円から１４万円、介護納付金等課税限度額を１０万円から

１２万円にそれぞれ改正するものでございます。３ページにお戻りください。附則でござ

いますが、この条例は平成２３年４月１日から施行するものでございます。また、改正後

の砥部町国民健康保険税条例の規定は、平成２３年以後の年度分の国民健康保険税につい

て適用し、平成２２年度分までの国民健康保険税については従前の例によるものとさせて

いただきます。以上で説明を終わらせていただきます。ご承認賜わりますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありません

か。 

［討論なし］ 
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○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 

承認第１号の採決を行います。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。 

よって、承認第１号専決処分第１号の承認については、原案のとおり承認されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２ 承認第２号 専決処分第２号の承認について 

(砥部町国民健康保険条例の一部改正について) 

（説明、質疑、承認） 

○議長（中島博志） 日程第２承認第２号専決処分第２号の承認についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。大野保険課長。 

○保険健康課長（大野哲郎） それでは承認第２号についてご説明を申し上げます。専決

処分第２号の承認について。地方自治法第１７９条の第１項の規定により、別紙のとおり

専決処分をしたので同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求める。平成２３年６月

１０日提出、砥部町長中村剛志。 

 それでは３ページの専決処分書をご覧ください。専決第２号健康保険法施行令等の一部

改正に伴い、砥部町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７

９条第１項の規定に基づき、次のとおり専決処分する。専決日が平成２３年３月３１日で

ございます。砥部町国民健康保険条例の一部を改正する条例。改正の内容につきましては、

４ページの新旧対照表でご説明をさせていただきます。４ページをご覧ください。本件に

つきましては出産育児一時金、この支給額にかかる条例の改正でございます。２１年１０

月１日以降、実はこの附則第５号におきまして、３９万円が支給されるようになってござ

います。今回の改正で額が変わったわけでございませんが、恒久的な措置とするため、本

則第６条の２の条文中にあります３５万円を３９万円に改正するものでございます。で、

改正案には附則第５項を削除するということでございます。３ページへ戻っていただいて

よろしいでしょうか。附則この条例は平成２３年４月１日から施行する。以上で説明を終

わらせていただきます。ご審議の上、よろしくご承認賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 

○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 

承認第２号の採決を行います。本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、承認第２号専決処分第２号の承認に

ついては、原案のとおり承認されました。 



 27 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 報告第１号 専決処分第３号の報告について 

(道路管理瑕疵事故：町道矢取松前線) 

日程第４ 報告第２号 専決処分第４号の報告について 

(道路管理瑕疵事故：町道多居谷仙波線) 

（説明、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第３報告第１号及び日程第４報告第２号の専決処分の報告につ

いてを一括議題とします。本件について、報告を求めます。萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） それでは報告第１号専決処分第３号の報告についてご説明

をいたします。地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく議会の議決により指定された

事項について別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定によりこれを報告いたしま

す。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。 

 次のページ専決第３号を見ていただけたらと思います。この専決処分は町道管理瑕疵事

故に関する損害賠償額の決定、及び和解でございます。損害賠償額は自家用車のタイヤと

バンパーの破損４６，５５０円でございます。相手方は松山市東垣生町１０９１の２０、

中川和伸さんでございます。事故の概要でございますが、平成２３年３月８日午後６時３

０分ごろ、砥部町八倉９７番地先町道矢取松前線で、時速４０ｋｍで西へ進行中、前左タ

イヤが路面にできた穴ぼこに落ち、前左タイヤとバンパーを破損したものでございます。

詳細につきましては次のページを見ていただけたらと思います。場所は砥部浄化センター

の近くで、重信川の堤防を町道として使用しているところで発生いたしました。道路幅員

は４．３ｍ、穴の大きさは縦９０ｃｍ、横２５ｃｍ、深さ８ｃｍで被害者からは当時薄暗

くて穴に気づかなかったと申し出ございました。示談の内容といたしましては、自動車の

修理の７割を町が、３割を被害者が負担すると調停いたしました。なお、損害賠償額は全

て保険適用となっております。 

 次に報告第２号をお願いいたします。３ページをお願いいたします。損害賠償額は業務

用トラックのフロントガラスの破損１０万７，９９３円でございます。相手方は砥部町玉

谷１６８５番地、有限会社伊予鉱業所でございます。事故の概要でございますが、平成２

３年３月１３日午後１時頃、砥部町多居谷１３５５番地先町道多居谷仙波線で、町道法面

からの落石が車のフロントガラスに当たり、フロントガラスを破損したものでございます。

詳細につきましては次のページをお願いいたします。場所は国道３７９号から３．１ｋｍ

入ったところで発生いたしました。道路幅員は約３．５ｍで、現場は法面保護をしていな

い岩が風化ところでありました。被害者からは突然石がフロントガラスに当たりひびが入

ったと申し出ございました。現場での調査の結果、話には矛盾点はなく、保険会社と相談

した結果、フロントガラス取り換え分全額町が負担すると調停いたしました。なお、損害

賠償額は全て保険適用となっております。このような２件の道路管理瑕疵事故が発生しま

したこと、被害者には大変ご迷惑をおかけいたしました。お詫び申し上げます。今後町道

の維持管理の一層の努力をしてまいります。以上専決処分第３号、第４号の報告といたし
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ます。よろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

８番栗林政伸議員。 
○８番（栗林政伸） 課長ね、以前にもこの松前線でありましたよね。穴が掘れて。ご存

じのように非常にあそこは車が通行量が多いので、もうちょっと穴が掘れた言うたら一雨

降って次に行ってみたらすごくまたひどなっとんですよ。それとまたちょうど舗装の際の

法面までの土羽のとこ、あそこも非常に段差があったりするとこも多々ありますのでね、

やはりあの、以前にも、そら保険で済ましたらいいもんじゃけど、これ間違ったら大きな

事故にも繋がるので、時々課長あの建設課の職員をね、見張りいうか、走ってもらって、

チェックをしてですね、できるだけ早い時に、傷が大きくならんようにですね、心得てい

ただきたいと思います。 
○議長（中島博志） 答弁いりませんか。 
○８番（栗林政伸） いりません。 
○議長（中島博志） ほかにご質疑ありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。以上で報告第１号及び報告第２号を終わりま

す。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第５ 報告第３号 砥部町土地開発公社平成２３年度事業計画及び予算並びに 

           平成２２年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第５報告第３号砥部町土地開発公社平成２３年度事業計画及び

予算並びに平成２２年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件について、

報告を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 報告第３号砥部町土地開発公社平成２３年度事業計画及び

予算並びに平成２２年度決算に関する書類の提出について。地方自治法第２４３条の３第

２項の規定により、砥部町土地開発公社平成２３年度事業計画及び予算に関する書類並び

に平成２２年度決算に関する書類を別冊のように提出する。平成２３年６月１０日提出、

砥部町長中村剛志。 

 説明させていただきます。まず２２年度決算からご説明をさせていただきます。１８ペ

ージをご覧ください。まず砥部の土地開発公社でございますが、現在事業というものは行

っておりません。また土地についても所有をしておりませんので、大きな支出等はござい

ません。２２年度のキャッシュフロー計算で見ていただきますと、まず１番、（１）の受取

利息の受領額が２万３，３６３円。雑支出として１万４，３００円。これは公社理事会の

際の食事代でございます。差引しまして、事業活動によるキャッシュフローとして９，０

６３円が増えておるわけでございます。それから、５番を見ていただきたいんですが、現

金及び現金同等類等の期首残高が１，１１５万５，３９３円ございました。これに増加分
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９，０６３円が増えまして、６の期末残高として１，１１６万４，４５６円になっておる

ものでございます。この現金等の内訳でございますが、付属明細書の２４ページをご覧く

ださい。預金といたしまして普通預金が１１５万４，４５６円。内訳は右側の摘要の通り

でございます。それから定期として１千万円、５００万円を２口、愛媛信用金庫の方にご

ざいます。それとその他として１万円がございますが、これは２５ページにありますよう

に出資証券、愛媛信用金庫の方への出資証券でございます。以上のような内訳になってお

ります。この内容につきましては、４月１１日に監事さん方に決算審査をしていただき、

４月２１日に公社理事会を開催し、ご審議していただいております。次に平成２３年度の

予算についてでございますが、３ページの方をお願いいたします。第２条の方にございま

すが、収入支出それぞれ６１７万２千円と定めてございます。事業については２３年度も

計画はございません。それで、５ページの方をお願いいたします。その収入支出の予算の

内訳でございますが、収入としましては、繰越金が６１６万４千円。事業外収入として受

取利息等雑収入がございます。計６１７万２千円でございます。支出の方は、一般管理の

方としてこれ需用費でございますけれども、４万円。それから予備費６１３万２千円、計

６１７万２千円となっております。それでこの予算に伴います２３年度末の財産状況の見

込みになりますが、１１ページをご覧ください。平成２３年度の予定貸借対照表でござい

ますが、全体としましては右側の負債及び資本の部３番目、当期純損失が３万２千円でる

形で、最終的にはこの予算のところから見られる試算につきましては、１，１１３万２千

円になるという見込みでございます。以上のとおりでございます。以上でご報告とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

［質疑なし］ 

○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。以上で報告第３号を終わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第６ 報告第４号 株式会社グリーンキーパー平成 23 年度事業計画及び 

           予算並びに平成 22年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第６報告第４号株式会社グリーンキーパー平成２３年度事業計

画及び予算並びに平成２２年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件に

ついて、報告を求めます。萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） それでは報告第４号についてご説明をいたします。株式会

社グリーンキーパー平成２３年度事業計画及び予算並びに平成２２年度決算に関する書類

の提出について。地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、株式会社グリーンキー

パー平成２３年度事業計画及び予算に関する書類並びに平成２２年度決算に関する書類を

別冊のように提出いたします。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。 
 まず始めに２２年度の決算からご説明申し上げます。７ページをお願いいたします。７

ページ決算報告書、８ページをお願いいたします。貸借対照表資産の部でございます。右
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の決算額を見ていただけたらと思います。１流動資産１億４７２万８，５４９円。内訳と

いたしまして、現金・預金と売掛金、たな卸資産、未収入金、未収還付法人税となってお

ります。この未収入金につきましては、町からの人材育成助成金７００万円が含まれてお

ります。２固定資産でございますが、有形固定資産７２万１，９７２円と無形固定資産７

万４，９８０円の合計７９万６，９５６円でございます。資産の部合計１億５５２万５，

５０５円でございます。次に９ページをお願いいたします。負債の部でございますが、右

の決算額を見ていただけたらと思います。１流動負債でございますが、８１８万１，３５

５円。内訳といたしまして、未払金、未払法人税と未払消費税と預り金でございます。預

り金につきましては職員の所得税の預り金でございます。負債の部合計８１８万１，３５

５円でございます。次に資産の部でございます。１の資本金１億１００万円と３の利益剰

余金マイナスの３６５万５，８５０円を足しますと、株主資本は９，７３４万４，１５０

円となっております。以上純資産の部合計９，７３４万４，１５０円。負債純資産の部、

合計１億５５２万５，５０５円となっております。次に１０ページをお願いいたします。

損益計算書でございます。１売上高４，１０４万８，１５１円。内訳といたしまして、林

業収入と運送収入の合計でございます。２の売上原価はございませんので、売上総利益に

つきましては、４，１０４万８，１５１円となっております。３販売費および一般管理費

には６，００４万９，６４２円かかりました。詳細につきましては１１ページの方に計算

内訳表を表示しております。以上売上高から販売費及び一般管理費を引きますと、営業損

失１，９００万１，４９１円となっております。４営業外収益が４６万６，３２３円あり

ますので、経常損失は１，８５３万５，１６８円ということになります。６特別利益でご

ざいますが、補助金収入でございます。２，０００万８，６１４円あります。内訳といた

しまして、砥部町からの人材育成補助金７００万円。林野庁の緑の雇用担い手対策事業を

実施した補助金１，２４４万１，６７８円。県の緑の担い手対策事業補助金５６万６，９

３６円でございます。以上税引き前、当期純利益１４７万３，４４６円から法人税住民税

及び事業税の１０７万４３８円を引きますと、当期純利益は４０万３，００８円でござい

ます。なお６ページに平成２２年度の事業報告を記載しております。それでは１３ページ

をお願いいたします。平成２３年度の事業計画をご説明申し上げます。経営方針でござい

ますが、現在原木の相場は低い水準を横ばいと、林業関係者には厳しい経営が長期にわた

り続いている。株式会社グリーンキーパーは地球温暖化防止及び自然災害の防止など多面

的機能の発揮を期待される自然を守り、２０年後３０年後に再びいい山になるように適切

に整備を行います。また、林業後継者の育成および社員の技術向上にも力を入れ、安全作

業の充実はもちろんのこと低コスト作業にもつなげて参りたいと思います。林業を取り巻

く環境は厳しい中ですが、常に目標を持ち、日々向上を目標に社員一同がんばってまいり

ます。株主各位の一層のご理解とご支援並びにご指導を賜りますようお願い申し上げます。

次に１４ページをお願いいたします。右から２番目の平成２３年度事業計画でございます

が、予算的にはⅠ売上高４，４３０万円。前年度７．９％の増。Ⅱ販売費用及び一般管理

費５，６２７万円。前年度６．３％減。営業外収益９万円の、８０．７％減。特別収益は

１，２１０万円の前年度３９．５％減としております。なお町からの人材育成補助金は、
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２３年度は８００万で計算しております。以上当期純利益１３万円としております。以上

報告とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１２番、井上洋一君。 
○１２番（井上洋一） 直接は関係あるのかないのか私役員じゃないのでよくわかりませ

んが、この最後のページに、２３年度の株主名簿が掲載されております。砥部町の下の三

好晃二さんという方は、現存されておるんですかね。どんなんでしょう。以上。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） 私が社長を仰せつかっておりますので、私の方から御返事をさせ

ていただきます。一番１６ページの最後のページに三好晃二さん５万円という株主だろう

と思いますけれども、これはあのお亡くなりになられておりますけれども、一応相続とい

う形でしております。それで、現在もそういう名前になっておりますので、名義変更がで

きてないということでございます。 

○議長（中島博志） １２番、井上洋一君。 
○１２番（井上洋一） お亡くなりになってる方がそのまま継続でこの株主名簿に掲載さ

れているというのはちょっとおかしいんじゃないですか。この対応として。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） ただいまのご質問にお答えいたしますけれども、名義替えができ

てないというふうなことで、そのまま残っておってもやむを得ないということでございま

すのでよろしくお願いいたします。 

○議長（中島博志） ほかにご質疑ありませんか。１６番三谷喜好君。 
○１６番（三谷喜好） あのただいま井上議員、立派なところに気がつかれまして感謝し

ております。これで将来高齢者でございますので、株主何かからもこれは町に買って下さ

いよとか、あるいはもうこれで私はいいですという第３者に渡す前に町に来た時に社長、

もうそれは町が引き取るような気持ちでおいでるのか、いや第３者にしてくださいよとい

うあれでするのか、まあそこらもこれから高齢化、これグリーンキーパーぎりじゃなしに

峡の館もほぼ同じでございますので、そこらも合わせてせっかく井上議員、いい質問して

いただいたんですから、補足しておたずねしてみたいと思います。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） ただいまの質問にお答えをいたします。一応あの株主の変更につ

きましては、株主総会等で皆様の役員さんの承認がいるようになっておりますので、私ど

もといたしましては、今年の役員会ではそのお話は出さなかったわけなんですけれども、

今年度辺りにはそういったお話を出して、できれば旧広田地域の中で移動で買っていただ

けることが、おりましたら、お譲りをしたいと思っておりますけれども、どうしても手放

したいということにつきましては、将来に向かっては町が引き取りたいというふうに考え

ております。まだそこは決まっておりませんので、今後の検討とさせていただきます。 
○議長（中島博志） ほかにご質疑ありませんか。１３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） 関連質問でございますけれども、この株主名簿に議長並びに大平議
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員の名前が載っておりますが、これは個人の要望によって株主になったのか、そこら辺り

のところちょっとお知らせ願いたいと思います。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） ただいまのご質問にお答えをいたします。株主の中には以前旧広

田村時代に中島議長さん大平さんの名前入っております。今回２２年度に倫理条例を制定

ということで、役員についてはならないというふうなことで、現在はグリーンキーパーの

役員の中には議員さんはおいでませんけれども、株主については別段問題なかろうという

ことで、そのまま残っておる状態でございます。 

○議長（中島博志） １３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） 私の聞いておるのは、本人の希望で株主になっておられるのかどう

かとお聞きしたいと思います。いかがでございましょう。 
○議長（中島博志） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） ただいまのご質問にお答えいたします。本人の希望でなられたか、

当時買わされたかちょっと私にもわかりませんけれども、これは本人に聞いてみなければ

わかりませんが、一応当時の議員さんであられた方が取得をされたんではないかというふ

うに推測ができます。以上です。 

○議長（中島博志） それでは補足説明させていただきます。当時グリーンキーパーを立

ち上げた際に、すべての村議会議員、当時の広田村村議会議員は全て株主、また希望者に

おいても公募して株主になっていただいたという経緯があります。村長始め議員は必ず株

主に入るということで、一口５万円の株を買った、というのが現実です。以上です。ご指

摘の通り配当金は一切今までもらっておりません。はい。以上でかまいませんか。はい。 
 ほかにご質疑ありませんか。質疑なしと認めます。以上で報告第４号を終わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第７ 報告第５号 有限会社砥部町産業開発公社平成２３年度事業計画及び予算 

        並びに平成２２年度決算に関する書類の提出について 

（説明、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第７報告第５号有限会社砥部町産業開発公社平成２３年度事業

計画及び予算並びに平成２２年度決算に関する書類の提出についてを議題とします。本件

について、報告を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） それでは、報告第５号につきましてご説明申し上げます。

有限会社砥部町産業開発公社平成２３年度事業計画及び予算並びに平成２２年度決算に関

する書類の提出について。地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、有限会社砥部

町産業開発公社平成２３年度事業計画及び予算に関する書類、並びに平成２２年度決算に

関する書類を別冊のように提出いたします。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛

志。 

 まず始めに２２年度の決算からご説明申し上げます。１１ページをお願いいたします。

次の１２ページをお願いいたします。貸借対照表資産の部、右の決算額を見ていただけた
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らと思います。１流動資産２８４万７，２３７円。内訳といたしまして現金預金未収入金

立替金でございます。２固定資産７７万４，２３９円でございますが、内訳といたしまし

ては有形固定資産６２万１，７７９円、無形固定資産１４万５，６００円。投資その他の

資産６，８６０円でございます。１の流動資産と２の固定資産を足しまして資産の部合計

３６２万１，４７１円でございます。１３ページをお願いいたします。負債の部でござい

ます。１流動負債でございますが、１５４万５，８３９円。内訳といたしまして、未払金、

未払費用、未払法人税等、未払消費税等の預かりと預り金でございます。２固定負債２５

４万２５０円で、長期借入金と退職金給付引当金でございます。以上１の流動負債と２の

固定負債を足しまして、負債の部合計４０８万６，０８９円でございます。次に純資産の

部でございます。１資本金５３３万円と３の利益剰余金マイナス５７９万４，６１８円を

合計いたしますと、株主資本はマイナスの４６万４，６１８円となります。純資産の部マ

イナス４６万４，６１８円。負債純資産の部合計３６２万１，４７１円となっております。

次に１４ページをお願いいたします。損益計算書でございます。１売上高１，４２０万４，

４１７円。内訳といたしまして、管理受託料５１９万９千円。売店手数料８４６万５，４

１７円。賃貸料収入５４万円でございます。２の売上原価はございませんので、売上総利

益は１，４２０万４，４１７円となります。３販売費及び一般管理費でございますが、１，

６４８万７，００７円かかりました。詳細につきましては１５ページに計算内訳表を表示

しております。売上総利益から販売費および一般管理費を引きますと、営業損失は２２８

万２，５９０円となっております。４営業外収益が７３万８，６５５円ありますので、経

常損失は１５４万３，９３５円ということになります。以上税引き前、当期純損失１５４

万３，９３５円。法人税住民税及び事業税、８万１，４００円。合計いたしますと当期純

損失は１６２万５，３３５円でございます。なお、８ページから１０ページには平成２２

年度の事業報告を乗せております。次に３ページ４ページをお願いいたします。４ページ

をお願いいたします。それでは平成２３年度事業計画についてご説明申し上げます。（１）

顧客サービス方針といたしましては、出荷者と店舗従業員が協力しながら商品を管理して

いく。大きな声と笑顔での対応を心掛ける。時期的にお勧め品の商品情報を提供するよう

にする。（２）販売及び収益に関する方針といたしましては、販売目標を６，２００万円。

委託販売手数料を１２％とする。またお客様が店内に入りやすいような店づくりをして、

店内にお客様を呼び込み買い物を楽しんでいただいて、収益を上げていくように努力する。

（３）経費縮減につきましては、施設の適正管理に努め、節電していく。費用対効果を考

えてイベントを開催する。（４）人員配置。正職員１名、パート４名を効率的に配置する。

（５）施設管理に関する方針といたしましては、１～５としております。（６）営業日でご

ざいますが、全日営業ということで、午前８時から１７時まで。ただし１２月３１日と１

月３日までは休館としております。次に６ページ７ページをお願いいたします。平成２３

年度収支予算でございますが、収入の部、左の欄をご覧ください。売店販売手数料８６８

万円。賃貸料５４万円。これは陶芸作業所の賃貸料月４万５千円の１２ヶ月でございます。

指定管理受託料３９６万円。指定管理料月３３万円でございます。１２ヶ月。次に公園管

理受託料ということで、１２４万円。神の森長曽池等の公園管理料でございます。雑収入
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１００万円。主なものは自動販売機等の収入でございます。合計１，５４２万円としてお

ります。支出の部につきましては表の右の欄の通りで、下から２段目の純利益を４６万円

と見込んでおります。合計１，５４２万円としております。以上報告とさせていただきま

す。よろしくお願いをいたします。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１番佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） 私昨年まで産建の常任委員会に所属をしておりまして、常任委員

会で研修に行った時の報告なんかを委員会の中でさせてもらったと思うんですが、道の駅

で生産者の顔が見える方法でこんなことがありましたというふうなことで、確か報告もさ

せてもらって検討していただきたいなというふうにお願いしたと思うんですが。生産者の

顔写真をですね、中に貼って、少しでも来る人にわかってもらえたらいいんじゃないかと

いうふうなことがあったと思うんですが、その辺については協議なり議論なりしていただ

いたんでしょうか。 
○議長（中島博志） 萬代産業課長 
○産業建設課長（萬代喜正） 佐々木議員さんのご質問にお答えをします。これにつきま

しては生産者組合と６月、今年の６月頃に生産者組合との協議をするということで、今後

そういうことについてはお話をしますということで、総会、産業開発公社の総会でもお話

がありましたので、その場で十分議論をしていきたいと思っておりますのでよろしくお願

いいたします。 
○議長（中島博志） 他に質疑ありませんか。質疑を終わります。以上で報告第５号を終

わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第８ 報告第６号 平成２２年度砥部町継続費繰越計算書の報告について 

（説明、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第８報告第６号平成２２年度砥部町継続費繰越計算書の報告に

ついてを議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 報告第６号平成２２年度砥部町継続費繰越計算書の報告に

ついて。平成２２年度砥部町継続費繰越計算書を別紙のとおり調製したので、地方自治法

施行令第１４５条第１項の規定により報告する。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中

村剛志。３ページの方の繰越計算書をご覧ください。実際の事業につきましては、事業予

算は単年度を原則に組まれておりまして、この例外として継続費でありますとか、繰越明

許費、債務負担行為を予算書に計上して複数年にわたって事業を行う場合がございます。

今回砥部中学校改築事業については、２３年２月の臨時議会において補正予算に２４年度

までの継続費を計上いたしました。総額が２８億９，４３９万１千円でご議決いただきま

した。この継続費につきましては、自治法の規定に基づき繰越計算書を調製して議会に報

告すべきものでございますので、今回報告するものでございます。まず中身の方でござい

ますが、継続費の総額これが先ほども申しましたように２８億９，４３９万１千円でござ
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います。内２２年度予算に計上した額が７億４，４１７万３千円ございます。翌年度へこ

の額は全額を逓次繰越いたしております。見ていただくとわかりますように翌年度逓次繰

越額のところにある通りでございます。これは２月に予算を計上したということもござい

まして、時期的に全ての額を繰り越すという形になってございます。その財源内訳につき

ましても、予算額と同額でございまして、繰越金、これが一般財源に当たるものでござい

ますが、５，０９４万７千円。特定財源として国県支出金が７，０８２万６千円。地方債

を６億２，２４０万円見込んでございます。なお、工事につきましては現在本体工事を一

般の競争入札に入っているところでございます。以上簡単ではございますが、ご報告申し

上げます。 

○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。以上で報告第６号を終わります。 
 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第９ 報告第７号 平成２２年度砥部町繰越明許費繰越計算書の報告について 

（報告、質疑） 

○議長（中島博志） 日程第９報告第７号平成２２年度砥部町繰越明許費繰越計算書の報

告についてを議題とします。本件について報告を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 報告第７号平成２２年度砥部町繰越明許費繰越計算書の報

告について。平成２２年度砥部町繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり調製したので自治

法施行令第１４６条第２項の規定により報告する。平成２３年６月１０日提出、砥部町長

中村剛志。 

 ３ページをご覧ください。繰越計算書でございます。繰越明許費の繰越計算書でござい

ます。２２年度につきましても国の経済対策の補正予算に対応する形で町の方でも緊急に

事業を補正計上しております。この時期が２月であったため、一般会計で繰り越し事業が

多くなってございます。また公共下水道特別会計でも繰越明許費を設定しております。こ

れらにつきましても法に基づきまして計算書を作成し、報告することとなってございます。

まず公共下水道の方ですが、一つめくって、裏側見ていただきます。４ページをお願いい

たします。公共下水道につきましては当初平成１７年度の着手が遅れたということで、毎

年繰越明許をかけて翌年度へ繰り越しておる状態でございます。２２年度につきましても、

ここにございますように繰越明許費７，３３６万３千円を計上いたしまして、実質翌年度

繰越額として６，７２１万６千円を計算書として繰越を計上しております。財源について

は右の通りでございますが、既収入の特定財源としての繰り入れ金は、これは一般会計か

らの繰り出し分でございます。あとこの備考欄にございますように、平成２２年度公共下

水道特別会計の繰越明許費は平成２３年度公共下水道事業会計へ引き継いだということで、

公共下水道につきましては２３年度から公営企業に移っております。その関係で公共下水

道の特別会計、官庁会計の部分は廃止となってございますので、公営企業の方に引き継い
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だということを明記しております。それでは３ページの方お願いいたします。一般会計の

繰越計算書でございますが、当初繰越の明許費をいただいた額そのまま翌年度へ繰り越す

形となっております。これにつきまして、お手元の方に資料としてそれぞれの予算計上時

期と補助金等の内訳明細を入れております。この中で、国の補正予算に伴いましたものに

ついては、２月４日の臨時議会の計上となってございますが、あと当初となっております

のが地上デジタル放送の難視聴解消事業、それから、八倉地区の新設道路改良事業、町道

ガロ坂加治分線の改良事業、町道中組三反地線の改良事業などでございます。これらにつ

きましては、道路関係については用地の関係で事業を繰り越す形となってございます。そ

れから、地上デジタルにつきましては、電線のかける場所の設定などに不測の日数を要し

て、繰り越す形となっております。それから、これらについての財源の内訳については、

３ページの方にございますように、国県支出金が７，９８８万８千円。地方債６９０万円。

一般財源を９，６０８万６千円予定しております。以上の通りでございます。ご審議よろ

しくお願いいたします。 

○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

７番政岡洋三郎君。 
○７番（政岡洋三郎） 質疑よりお願いの方になろうかと思うんですが、報告第７号で資

料を作っていただいとるんですが、予算計上時期とか書いていただいておるわけでござい

ますが、これの中に完了予定年月日もつけていただいたらよりよくわかる資料になると思

いますので、できればそれをつけていただくようにお願いをしたいと思います。 
○議長（中島博志） 松下企画財政課長。 
○企画財政課長（松下行吉） 政岡議員のご要望にお応えいたします。できるだけそのよ

うにいたします。どうもありがとうございました。 
○議長（中島博志） ほかにご質疑ありませんか。質疑なしと認めます。質疑を終わりま

す。以上で報告第７号を終わります。 
 ここでしばらく休憩を取りたいと思います。再開は午前１０時４０分としたいと思いま

す。 
 

休憩 午前１０時２５分 
再開 午前１０時４０分 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１０ 議案第３５号 砥部町暴力団排除条例の制定について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（中島博志） 再開します。日程第１０議案第３５号砥部町暴力団排除条例の制定

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。原田総務課長。 

○総務課長（原田公夫） 議案第３５号砥部町暴力団排除条例の制定について。砥部町暴

力団排除条例を次のように定める。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。提案

理由でございますが、３ページをご覧ください。愛媛県暴力団排除条例が施行されたこと
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を受け、砥部町に置いても暴力団排除の取り組みを明確にするとともに、町民、事業者、

及び行政が一体となって町民生活や社会経済活動の場から暴力団を排除し、安全で安心な

町民生活の確保を図るため、提案するものである。条例、１ページ帰っていただきまして、

１０条からなっております。まず第１条につきましては、暴力団の排除に関し、基本理念

を定めて、町及び町民等の責務を明らかにするとともに、暴力団の排除に関する基本的施

策を定め、町民の安全で平穏な生活を確保し、社会経済活動の健全な発展に寄与すること

という目的を明記しております。第２条につきましては、暴力団、暴力団員、暴力団員等、

町民、事業者、町民等という用語の定義をしております。２ページに行っていただきまし

て、第３条基本理念でございますが、暴力団を恐れない、資金を提供しない、利用しない

ことを基本理念としております。第４条につきましては、町は暴力団の排除に関する施策

を総合的に策定し、実施に当たっては関係機関及び関係団体と連携を図るという町の責務

を規定しております。第５条につきましては、町民等は町が実施する施策に協力するとと

もに、情報を取得した時は警察その他の関係機関に情報提供するという町民等の責務を規

定しております。第６条につきましては、町は町が実施する入札に参加させない、その他

必要な措置を講じるという規定でございます。第７条につきましては、町は情報の提供、

助言、集会の実施、広報、啓発活動の支援、警察と緊密に連携し、安全確保に配慮すると

いう町民等に対する支援について、規定しております。続きまして、第８条につきまして

は、公共施設等の使用につきまして、暴力団の活動に利用されると認められるときは、使

用の許可をしない、また許可を取り消すことができるという規定でございます。３ページ

行っていただきまして、第９条につきましては、町民等は暴力団員等が指定したものに対

し、利益の供与をしてはならないという利益供与の禁止事項でございます。第１０条につ

きましては、委任事項でございます。附則としまして、この条例は公布の日から施行する

というものでございます。また、この条例につきましては、町民等の責務ということが明

記されておりますので、４月１４日から５月１６日の間、パブリックコメントを実施して

おります。その結果としましては、意見はございませんでした。以上で議案第３５号の説

明を終わらせていただきます。よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第３５号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３５号は、総務文教常任委員

会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いし

ます。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１１ 議案第３６号 砥部町税条例の一部改正について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（中島博志） 日程第１１議案第３６号砥部町税条例の一部改正についてを議題と

します。本案について提案理由の説明を求めます。辻戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（辻充則） 議案第３６号砥部町税条例の一部改正について。砥部町税条

例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村

剛志。まず提案理由でございますが、４ページをご覧ください。東日本大震災にかかる地

方税法の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令、及び地方税法施行

規則の一部を改正する省令が平成２３年４月２７日に公布されたため、提案するものでご

ざいます。１ページにお戻りください。まず改正の内容につきましては、今回東日本大震

災で被災した方々並びに被災した土地等の税の軽減措置についてでございまして、附則第

２１号の次に次の３条を加えるものでございます。第２２条でございますが、こちらでは

東日本大震災により住宅や家財等の資産に損害を受けた居住者、または生計を同一にする

親族の方は、平成２２年分の所得金額から損失額を控除できるとしております。２ページ

をお開けください。第２３条でございますが、こちらでは住宅借入金等特別税額控除の適

用を受けていた住宅が、居住することができなくなった場合、残りの控除期間、控除対象

期間についても控除できるということといたしております。続きまして第２４条でござい

ますが、課税特例を受けていた住宅用地で家屋が消滅した場合に、継続して税の軽減措置

を受ける際には町長に申告する必要があること、また、供用土地、共有名義でございます

が、の場合は、固定資産税の按分の申出書を町長に提出することといたしております。附

則でございますが、４ページをお開けください。この条例は公布の日から施行する。ただ

し、附則に３条を加える改正規定は、平成２４年１月１日から施行するものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第３６号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３６号は、総務文教常任委員

会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いし

ます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１２ 議案第３７号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（中島博志） 日程第１２議案第３７号砥部町公共下水道条例の一部改正について
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を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 議案第３７号砥部町公共下水道条例の一部改正について説

明をさせていただきます。砥部町公共下水道条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。まず最初に提案理由でございますが、

社団法人日本下水道協会の組織改編に伴い、提案するものでございます。改正の内容は新

旧対照表で説明させていただきます。次のページをご覧ください。現行第１４条中社団法

人日本下水道協会愛媛県支部（以下「県支部という」。）を改正案でございますが、愛媛県

下水道協会（以下「協会という」。）に改めまして、第１４条第２項中県支部とあるのを協

会と改めるものでございます。議案に戻っていただきまして、附則でこの条例は平成２３

年７月１日から施行するものでございます。以上で議案第３７号の説明を終わります。ご

審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１１番宮内光久君。 

○１１番（宮内光久） 一つ質問いたします。この組織の変更の、名前が変わるだけでご

ざいますけれども、愛媛県下水道協会に改めるとなりますが、この愛媛県２０市町がこの

下水道協会に全市町が入っとるのかどうかをお尋ねします。と、もう一つはその２０市町

で下水道をしてないところがあるのかどうか、そこへんを一つお尋ねいたします。 
○議長（中島博志） 日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 宮内議員さんのご質問にお答えします。県内２０市町のう

ちこの、今回協会となるんですが、協会に加入しているのは１７市町ございます。加入し

てないのが愛南町、鬼北町、松野町の３町は加入していません。したがいまして加入して

いないところは下水道事業も行ってないということでございます。以上で宮内議員さんに

対する答弁とさせていただきます。 
○議長（中島博志） 他に質疑はありませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第３７号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３７号は、産業建設常任委員

会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いし

ます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１３ 議案第３８号 平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

（説明、質疑、総務文教・厚生・産業建設常任委員会付託） 

○議長（中島博志） 日程第１３議案第３８号平成２３年度砥部町一般会計補正予算につ

いてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 一般会計補正予算（第１号）についてご説明させていただ

きます。補正予算の１ページをお開きください。議案第３８号平成２３年度砥部町の一般
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会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。第１条歳入歳出それぞれ４，０１９

万８千円を追加し、歳入歳出それぞれ８７億３，４３５万５千円とするものでございます。

平成２３年６月１０日提出、砥部町長中村剛志。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございますが、２款総務費に１，８５８万７千円

を計上しております。非常に大きくなっておりますが、東日本大震災に伴います義援金の

１千万円を計上しておるものでございます。以下民生費で５８５万６千円。衛生費に２２

７万９千円。農林水産業費に３７４万７千円。土木費に４２１万６千円。消防費に２８７

万９千円。教育費に２６３万４千円を追加計上するものでございます。計４，０１９万８

千円でございます。この財源でございますが、２ページをご覧ください。特定財源にとし

まして、国庫支出金が１１３万９千円。県支出金が４７８万１千円。計５２０万円の特定

財源がございます。残り３，４２７万８千円は一般財源でございますが、繰越金を充てて

ございます。以上のような財源になっております。以上簡単ではございますが、ご説明と

させていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

［質疑なし］ 

○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第３８号は、所管の常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３８号は、所管の常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いしま

す。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１４ 議案第３９号 平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第１号) 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（中島博志） 日程第１４議案第３９号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 議案第３９号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第

１号）について説明をさせていただきます。第１条、平成２３年度砥部町水道事業会計の

補正予算は次に定めるところによる。第２条、予算第４条本文括弧中（不足する額１億４，

３１５万７千円）を（不足する額１億４，３９５万５千円）に改め、（過年度分損益勘定留

保資金１億３，５１５万７千円）を（過年度分損益勘定留保資金１億３，５９５万５千円）

に改め、資本的支出の予定額を次の通り補正するものでございます。支出でございますが、

第１款第１項建設改良費７９万８千円の補正をお願いしております。これは県が実施して

おります村川通常砂防工事に配水管の布設替え工事が必要となったため、調査設計委託費

７９万８千円を要望し、上水道資本的支出合計額が１億４，５２５万円となるものでござ

います。なお布設工事は平成２４年度予定しております。平成２３年６月１０日提出、砥
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部町長中村剛志。以上で議案第３９号の説明を終わります。ご審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

［質疑なし］ 

○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案３９号は、産業建設常任委員会に付託し、審査することにしたい

と思います。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 

○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３９号は、産業建設常任委員

会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、６月１７日の本会議でお願いし

ます。 
 以上で本日の議事日程はすべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 

午前 １１時００分 散会 
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平成２３年第２回砥部町議会定例会議事日程 第３日 

 

・開  議 

 

日程第１  議案第３５号 砥部町暴力団排除条例の制定について 

 

日程第２  議案第３６号 砥部町税条例の一部改正について 

 

日程第３  議案第３７号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 

 

日程第４  議案第３８号 平成 23 年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

 

日程第５  議案第３９号 平成 23 年度砥部町水道事業会計補正予算 

（第１号) 

日程第６  請願第 １号 「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」採択

についての請願について 

日程第７  農業委員会委員の推薦について 

 

日程第８  議員派遣について  

 

・閉  会 
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平成２３年第２回砥部町議会定例会 
平成２３年６月１７日（金） 

午前９時３０分開会 
 
○議長（中島博志） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、本日の

会議を開きます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１  議案第３５号 砥部町暴力団排除条例の制定について 
（総務文教委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（中島博志） 日程第１議案第３５号砥部町暴力団排除条例の制定についてを議題

とします。本案について委員長の報告を求めます。政岡総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（政岡洋三郎）  ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議

におきまして、総務文教常任委員会に付託されました、議案第３５号について、審査の結

果をご報告申し上げます。議案第３５号砥部町暴力団排除条例の制定については、愛媛県

暴力団排除条例が施行されたことを受け、砥部町においても暴力団排除の取り組みを明確

にし、町民、事業者、行政が一体となって、町民生活や社会経済活動の場から暴力団を排

除し、安全で安心な町民生活を図るため制定するもので、条例の目的、用語の定義、基本

理念、町の責務、町民等の責務など、１０条の条文が定められています。その内容は適正

と認められ、よって、議案第３５号は原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
議案第３５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３５号砥部町暴力団排除条例

の制定については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２  議案第３６号 砥部町税条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
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○議長（中島博志） 日程第２議案第３６号砥部町税条例の一部改正についてを議題とし

ます。本案について委員長の報告を求めます。政岡総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（政岡洋三郎） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議に

おきまして、総務文教常任委員会に付託されました議案第３６号について、審査の結果を

ご報告申し上げます。議案第３６号砥部町税条例の一部改正については、東日本大震災に

係る地方税法の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い改正するもので、附則第２

１条の次に東日本大震災に係る雑損控除額等の特例、住宅借入金等特別税額控除の適用期

限の特例、固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等の３条の条文が加

えられています。その内容は適正と認められ、よって議案第３６号は原案のとおり可決す

べきものと決定しました。なお現在のところ、砥部町にはこれに該当する方はおられない

事を併せてご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
議案第３６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３６号砥部町税条例の一部改

正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 議案第３７号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（中島博志） 日程第３議案第３７号砥部町公共下水道条例の一部改正についてを

議題とします。本案について委員長の報告を求めます。三谷産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議にお

きまして、産業建設常任委員会に付託されました議案第３７号について、審査の結果をご

報告申し上げます。議案第３７号砥部町公共下水道条例の一部改正については、社団法人

日本下水道協会の組織改変により、「社団法人日本下水道協会愛媛県支部」の名称が「愛媛

県下水道協会」に変更されたことに伴い条文の該当部分を改めるもので、第１４条中の改

正がなされています。改正の内容は適正と認められ、よって議案第３７号は、原案のとお

り可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。

以上。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
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○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
議案第３７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３７号砥部町公共下水道条例

の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第４ 議案第３８号 平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第１号） 

日程第５ 議案第３９号 平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第１号) 
（常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（中島博志） 日程第４議案第３８号及び日程第５議案第３９号の平成２３年度補

正予算に関する２件を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。三谷産

業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議にお

きまして産業建設常任委員会に付託されました補正予算２件について、審査の結果をご報

告申し上げます。始めに議案第３８号平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第１号）の

うち、当委員会に所管する項目の主なものは、農業費で、鳥獣被害軽減のための電気柵３

４基設置に対する助成金１３５万９千円、果樹戦略品種のブランド化を推進するための雨

よけ簡易ハウス４戸の整備に対する補助金１２９万４千円を増額、林業費で、林道上尾線

の舗装新設（延長２５０ｍ）に対する補助金１０４万４千円を増額し、道路橋りょう費で、

町道大平線改良のため国道３３号三坂道路の工事用道路として拡幅改良した箇所の用地２，

２０８㎡を買収する費用として用地購入費２３１万６千円、登記事務委託料１９０万円の

増額補正を行なっています。次に議案第３９号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算

（第１号）は上水道資本的支出で、現在県が実施している大角蔵地区の村川通常砂防工事

に伴う、配水管移設工事の設計調査委託料７９万８千円を増額し、収入は過年度分損益勘

定留保資金を充てています。いずれも適正な補正と認められ、よって議案第３８号・３９

号は、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報

告を終わります。以上。 
○議長（中島博志） 次に井上厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（井上洋一） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議におきま

して、厚生常任委員会に付託されました補正予算について、審査の結果をご報告申し上げ

ます。議案第３８号平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第１号）のうち当委員会に所

管する主な項目は、老人福祉施設費で、老人福祉センター及び砥部老人憩いの家の耐震２

次診断のための委託料５８５万６千円を増額、健康増進費で、働く世代への大腸がん検診
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推進事業費として検診委託料、印刷製本費等、関係経費、２２７万９千円を増額していま

す。この事業は新規事業で、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の節目の年齢の方

にクーポン券を発行し、これを受け取った方は無料で大腸がん検診を受けることができま

す。幼稚園費では、麻生幼稚園が県の指定を受けて実施する森林環境税を活用した「森の

ようちえん推進事業」に要する経費３０万２千円などの増額を行なっています。以上、議

案第３８号は適切な補正がなされており、原案のとおり可決すべきものと決定しましたの

でここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（中島博志） 次に政岡総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（政岡洋三郎） ご報告申し上げます。去る６月１０日の本会議に

おきまして、総務文教常任委員会に付託されました補正予算について、審査の結果をご報

告申し上げます。議案第３８号平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第１号）のうち、

当委員会に所管する項目の主なものは、総務管理費では、東日本大震災関係で大震災義援

金１，０００万円、被災地への職員４人の派遣に要する経費９１万円を増額、その他、庁

舎窓網戸設置費１５７万２千円、役場１階ロビーへのキッズコーナー設置費６４万３千円、

万年区集会所修繕に対するコミュニティ施設整備補助金３１万４千円、災害救助用備蓄物

資を東日本被災地に提供したことによる補充のための物資購入費６０万１千円、９月１日

の防災の日に本町で開催する、中予圏域を対象とした愛媛県総合防災訓練経費の負担金３

５万円を増額、また坂村真民記念館事業関係で、パンフレット作成費、詩碑調査費、情報

誌やテレビへの広告料、ホームページ作成費等で真民記念館の認知度向上のための経費４

０８万２千円を増額しています。消防費では、伊予消防等事務組合負担金２８７万９千円

を増額しています。これは伊予消防署の改築に伴い、この建物の中に併設する事務組合本

部機能部分に係る経費を構成市町で負担するもので、県防災行政無線移設工事、財務給与

計算システムネットワーク機器の移設工事、その他本部機能に関係する備品等の経費を対

象としています。小学校費では、砥部小学校が地域と連携して実施する子どもの体力向上

支援事業費６３万円、宮内小学校が実施する人権教育研究指定校事業費２４万５千円、麻

生小学校が実施するふるさと生活体験推進事業費１７２万１千円を増額しています。この

３校は、県の指定を受けテーマに沿った研究事業を実施するものです。歳入については、

国・県支出金５９２万円、繰越金３，４２７万８千円を充当しています。以上、議案第３

８号については、適切な補正と認められ、原案のとおり可決すべきものと決定しましたの

で、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
 討論、採決については１件ずつ行います。まず議案第３８号平成２３年度砥部町一般会

計補正予算（第１号）について討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
議案第３８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり
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決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３８号平成２３年度砥部町一

般会計補正予算（第１号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に議案第３９号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第１号)について討論を行

います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
議案第３９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、議案第３９号平成２３年度砥部町水

道事業会計補正予算（第１号)は、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 請願第１号 「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める意見書」 
            採択についての請願について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（中島博志） 日程第６請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶国際条約締結を求める

意見書」採択についての請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めま

す。政岡総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（政岡洋三郎） ご報告申し上げます。去る６月９日の本会議にお

きまして、総務文教常任委員会に付託されました請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶国際

条約締結を求める意見書」採択についての請願について、審査の結果をご報告申し上げま

す。請願事項は「政府は全ての国の核兵器の使用、実験、研究、開発、生産、配備、貯蔵

の一切を禁止する核兵器全面禁止・廃絶国際条約が締結されるように努める」ことを求め

る意見書を、政府、関係機関に提出することですが、協議において採択すべきとの意見、

調査研究を要するため継続審査とすべきとの意見、国が行なう事項であるため不採択とす

べきとの意見があり、採決の結果、請願第１号は不採択とすることに決定しましたので、

ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（中島博志） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。 
請願第１号の採決を行います。請願第１号に対する委員長の報告は不採択です。報告の
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とおり決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、請願第１号「核兵器全面禁止・廃絶

国際条約締結を求める意見書」採択についての請願については、不採択とすることに決定

しました。 
 ここでしばらく休憩します。休憩時間を利用しまして全員協議会を開催したいと思いま

す。 
 

休憩 午前９時５２分 
再開 午前１０時２０分 

 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第７ 農業委員会委員の推薦について 

○議長（中島博志） 再開します。日程第７農業委員会委員の推薦についてを議題としま

す。おはかりします。議会推薦の農業委員は、相原利雄君、門田英彦君。以上２人の方を

推薦したいと思います。ご異議ありませんか。 
［異議なし］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。したがって、議会推薦の農業委員は、相原利

雄君、門田英彦君。以上２人の方を推薦することに決定しました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第８ 議員派遣の件について 

○議長（中島博志） 日程第８議員派遣の件についてを議題とします。まず、７月４日に

松山市のにぎたつ会館で開催される平成２３年度第１回町議会議員研修会に全議員を派遣

したいと思います。 
 続きまして、委員会研修について委員長の説明を求めます。井上厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（井上洋一） 厚生常任委員会の研修日程が決まりましたのでご報告申

し上げます。６月２７日から２９日までの間、北海道安平町における認定こども園につい

て、八雲町における国保運営及び国保病院の運営状況等について調査研究するため、委員

会研修を実施する予定であります。これのご承認をよろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 続いて、政岡総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（政岡洋三郎） 総務文教常任委員会の研修日程が決まりましたの

でご報告申し上げます。７月６日から８日までの間、福島県矢祭町における議員活動の状

況、及び茨城県城里町におけるデマンドタクシーの運営状況等について調査研究するため、

委員会研修を実施し、合わせて３月１１日に発生した東日本大震災で被災された被災地を

視察する予定であります。これのご承認をよろしくお願いします。 
○議長（中島博志） 続いて三谷産業建設常任委員長。 
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○産業建設常任委員長（三谷喜好） 産業建設委員会の研修日程が決まりましたのでご報

告申し上げます。７月から９月の間に計画が先方との打ち合わせが決定次第、東北方面で

特に先ほど総務委員長から報告がありましたように、３月１１日の福島県内の４４ｋｍ範

囲の研修をし、また農林省辺りも研修をしたいと考えておりますのでよろしくお願いをい

たします。以上。 
○議長（中島博志） それでは西村議会広報常任委員長。 
○議会広報常任委員長（西村良彰） 議会広報常任委員会の研修日程が決まりましたので、

ご報告申し上げます。議会広報の編集技術の向上を図るため、７月２７日から２９日まで

の間、東京で開催される第７４回町村議会広報研修会と合わせて関東方面で委員会研修を

実施する予定であります。これのご承認をよろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 続いて土居議会運営委員長。 
○議会運営委員長（土居英昭） 議会運営委員会の研修日程が決まりましたので、ご報告

申し上げます。８月下旬に議会運営に関する調査研究のため、中部方面で委員会研修を実

施する予定であります。これのご承認をよろしくお願いいたします。 
○議長（中島博志） 議員派遣の件については砥部町議会会議規則第１２０条の規定によ

り、派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 
［異議なし］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって議員派遣の件については派遣すること

に決定しました。 
 おはかりします。ただ今、会議規則の一部改正について議会改革特別委員会から、発議

第３号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程第１として、議題にしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 
［異議なし］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって発議第３号を日程に追加し、追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
追加日程第１ 発議第３号 砥部町議会会議規則の一部改正について 

（質疑、討論、採決） 
○議長（中島博志） 追加日程第１発議第３号砥部町議会会議規則の一部改正についてを

議題とします。本案について趣旨説明を求めます。西村議会改革特別委員長。 

○議会改革特別委員長（西村良彰） 発議第３号砥部町議会会議規則の一部改正について。

砥部町議会会議規則第１４条第３項の規定により、砥部町議会会議規則の一部を改正する

規則を次のように提出する。平成２３年６月１７日提出、砥部町議会議長中島博志殿。提

出者、議会改革特別委員長西村良彰。砥部町議会会議規則の一部を改正する規則、砥部町

議会会議規則の一部を次のように改正する。第５０条第１項中、登壇してを、登壇し、ま

たは質問席においてに改める。第５１条の次に次の１条を加える。質疑または質問の趣旨

の確認、第５１条の２、法第１２１条の規定により、会議に出席した町長等は議長の許可
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を得て議員の質疑または質問の趣旨について確認することができる。第６３条中、第５５

条及びを削る。２枚目に新旧対照表をつけておりますのでご確認ください。附則、この規

則は平成２３年第３回砥部町議会定例会の招集の日から施行する。提案理由、一般質問に

おける一問一答方式の導入及び会議の論点を明確にするための改正を提案するものでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（中島博志） 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（中島博志） 質疑なしと認めます。 
 討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（中島博志） 討論なしと認めます。これから発議第３号を採決します。本案は原

案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって発議第３号砥部町議会会議規則一部改

正については可決されました。 
 おはかりします。各委員長より、閉会中の継続調査の申し出がありましたので、次期定

例会の会期日程等、議会の運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項については議会

運営委員会に、常任委員会の所管事務等の調査事項については所管の常任委員会に、特別

委員会の調査事項については特別委員会に、それぞれ付託し、閉会中の継続調査とするこ

とにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（中島博志） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり閉会中

の継続調査とすることに決定いたしました。 
 これで本日の議事日程は、すべて終了しました。会議を閉じます。町長あいさつをお願

いします。中村町長。 
○町長（中村剛志） 閉会に当たり一言お礼を申し上げます。議員の皆様には９日から今

日までの９日間にわたり、連日終始熱心なご審議をいただきましたことに心から感謝を申

し上げます。また、全議案を議決承認くださいましたことに対しまして、重ねてお礼を申

し上げます。議決いただきました予算につきましては、町民の皆様の福祉の増進のために

高いコスト意識を持って大切に執行させていただきます。会期中、議員の皆様からご指摘

やご提案いただきましたことは、今後の町政運営に反映するよう努めてまいる所存でござ

いますので、一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。これから暑さも厳しさを増して

まいります。議員の皆様にはお体ご自愛のうえ、町政の進展、地域の発展に一層のご協力

を賜りますようお願い申しあげまして、閉会のあいさつとさせていただきます。ありがと

うございました。 
○議長（中島博志） 以上をもって、平成２３年第２回砥部町議会定例会を閉会します。 
 

閉会 午前１０時３８分 
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地方自治法第１２３条の規定により、会議の経過を記載し、その相違ないことを証明する

ためにここに署名する。 
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